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９
電
力
管
内

雇
用
も
増
加
、最
多
の
約
２
２
７
万
人

環
境
産
業
、82
兆
円
規
模
に

　

電
力
小
売
り
の
全
面
自
由

化
や
発
送
電
分
離
な
ど
の
一

連
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を

実
施
す
る
た
め
の
電
気
事
業

法
改
正
案
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
発
送
電
分
離
を
実
現
す

る
た
め
の
工
程
表
が
示
さ
れ

た
。
工
程
は
３
段
階
か
ら
な

で
、
新
規
事
業
者
の
参
加
は

促
さ
れ
、
競
争
原
理
と
価
格

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
導
入
さ
れ

た
。
ま
た
消
費
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
多
様
化
も
進
ん
だ
。

　

し
か
し
、
電
力
事
業
だ
け

は
例
外
だ
っ
た
。
料
金
は
、

部
分
的
に
自
由
化
さ
れ
た
大

口
需
要
以
外
、
費
用
に
一
定

の
利
益
率
を
の
せ
て
決
め
ら

れ
る
規
制
料
金
で
あ
り
、
地

域
の
電
力
供
給
は
、
発
電
、

送
電
、
配
電
、
小
売
り
の
す

べ
て
で
一
般
電
気
事
業
者
と

呼
ば
れ
る
企
業
の
独
占
に
近

い
状
態
に
あ
っ
た
。

　

今
回
の
分
離
で
は
電
力
会

社
の
送
配
電
部
門
と
発
電
部

門
を
別
会
社
に
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
お
り
、
戦
後
最

大
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
と

い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
そ
こ

に
は
、
い
く
つ
か
の
実
務
的

な
検
証
や
環
境
整
備
が
必
要

だ
。
い
ち
早
く
電
力
全
面
自

由
化
を
進
め
た
先
進
諸
国
、

特
に
米
国
の
例
を
み
れ
ば
そ

の
課
題
が
浮
か
ん
で
く
る
。

米
国
で
は
、
需
給
が
逼
迫
し

た
１
９
９
９
年
の
夏
、
卸
電

力
料
金
が
数
百
倍
に
も
高
騰

し
、
大
手
電
力
会
社
が
倒
産

の
憂
き
目
に
遭
っ
た
。
ま
た

建
設
に
数
十
年
か
か
る
流
通

設
備
へ
の
投
資
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
が
冷
え
込
み
、
老
朽
化

と
容
量
不
足
で
大
規
模
停
電

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
教
訓
に
、
電
力
流

通
設
備
が
適
切
に
拡
充
さ
れ

る
広
域
系
統
運
用
の
仕
組
み

を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
発
送
電
分
離
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
発
送
配
電
一

貫
体
制
の
も
と
で
維
持
し
て

き
た
安
定
供
給
を
損
な
わ
な

い
よ
う
、
分
離
を
補
完
す
る

仕
組
み
・
ル
ー
ル
を
慎
重
に

整
備
す
る
必
要
も
あ
る
。

　

今
回
の
改
革
案
で
は
、
将

来
の
分
離
形
態
や
実
施
時

期
が
示
さ
れ
た
だ
け
で
あ

る
。
本
格
的
な
改
革
を
行
う

に
は
、
原
子

力
再
稼
働
の

状
況
、
原
子

力
事
業
リ
ス

ク
に
か
か
わ
る
手
当
て
の
状

況
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動

向
、
安
定
し
た
資
金
調
達
な

ど
事
業
環
境
の
見
通
し
、
と

い
っ
た
要
素
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
て

初
め
て
社
会
全
体
の
利
益
に

か
な
う
選
択
が
で
き
る
。

▼
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
う

ち
、
発
電
出
力
が
１
メ
ガ

㍗
（
１
０
０
０
㌔
㍗
）
を

超
え
る
大
規
模
な
発
電
所

の
こ
と
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
は
数
万
枚
に
の
ぼ
り
、

一
般
家
庭
で
数
百
件
分
の

消
費
電
力
が
賄
え
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
始
動
に
伴
い
、
急
速
に
普

及
し
始
め
て
い
る
。
経
済
産

業
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
２

０
１
３
年
２
月
現
在
、
認
定

さ
れ
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
件

数
は
全
国
で
１
７
５
５
件
。

合
計
設
備
容
量
は
約
６
４
０

万
㌔
㍗
に
な
る
。

▼
地
熱
発
電

　

地
下
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る

高
温
高
圧
の
熱
水
（
約
２
０

０
℃
以
上
）
を
利
用
し
て
発

電
す
る
方
法
。

　

地
下
に
浸
透
し
た
水
が
地

球
内
部
に
あ
る
マ
グ
マ
に
よ

っ
て
熱
せ
ら
れ
、
地
熱
貯

留
層
を
形
成
す
る
こ
と
が

あ
る
。
地
熱
発
電
は
、
そ

の
熱
水
か
ら
主
に
蒸
気
を

取
り
出
し
発
電
機
の
タ
ー

ビ
ン
を
回
す
。
地
熱
は
熱

水
利
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
浴
用
、施
設
園
芸
、

道
路
融
雪
な
ど
に
も
活
用

さ
れ
て
い
る
。
発
電
に
よ

る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）

が
発
生
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
単
位
発
電
量

当
た
り
の
排
出
量
は
火
力

発
電
の
20
分
の
１
。

2013年春季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
と
お

り
で
す
。
グ
レ
ー

の
二
重
囲
み
マ
ス

に
あ
る
４
つ
の
文

字
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ハ

ツ
デ
ン
」が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「ハツデン」
（発電）でした。

多数のご応募ありがとうございました。

の
製
造
、
下
水
・
排
水
処
理

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
「
環
境
汚

染
防
止
」
は
約
13
兆
円
で
約

15
万
人
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
「
地

球
温
暖
化
対
策
」
は
約
18
兆

円
で
約
30
万
人
。
リ
フ
ォ
ー

ム
・
リ
ペ
ア
な
ど
を
含
む「
廃

棄
物
処
理
・
資
源
有
効
利
用
」

は
約
43
兆
円
で
約
１
２
９
万

比
２
・
３
％
増
の
約
82
兆
円
。

雇
用
規
模
は
、
同
１
・
３
％

増
の
約
２
２
７
万
人
に
な
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
市
場
規

模
は
２
年
連
続
の
増
加
、
雇

用
規
模
は
過
去
最
多
に
な
っ

て
い
る
。

　

推
計
は
環
境
産
業
を
大
き

く
４
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ

れ
を
合
計
し
て
求
め
た
。
大

気
汚
染
防
止
用
装
置
・
施
設

　

２
０
１
３
年
４
月
、
環
境

省
は
２
０
１
１
年
の
環
境
産

業
に
お
け
る
市
場
規
模
の
推

計
を
ま
と
め
発
表
し
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
同
年
の
環
境

産
業
の
市
場
規
模
は
、
前
年

人
。
水
辺
再
生
や
持
続
可
能

な
林
業
・
緑
化
な
ど
の
「
自

然
環
境
保
全
」
は
約
８
兆
円

で
約
53
万
人
だ
っ
た
。
東
日

本
大
震
災
で
発
生
し
た
が
れ

き
の
処
理
や
放
射
性
物
質
の

除
染
な
ど
需
要
が
一
時
的
で

継
続
的
な
推
計
に
適
さ
な
い

業
種
は
除
か
れ
た
。

　

環
境
産
業
全
体
の
市
場
規

模
は
２
０
０
９
年
に
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
で

一
時
縮
小
し
た
が
、
そ
の
後

増
加
に
転
じ
て
い
る
。

　

環
境
省
で
は
、
こ
の
市
場

規
模
推
計
と
同
時
に
、
環
境

産
業
の
成
長
要
因
を
分
析
し

た
「
環
境
成
長
エ
ン
ジ
ン
報

告
書
」
を
ま
と
め
公
表
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
環
境
産
業

の
特
徴
的
な
12
業
種
を
分

析
。
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
19
社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
も
行
い
、
こ
の
分
野
が

今
後
も
発
展
し
て
い
く
た
め

の
対
応
策
を
示
し
て
い
る
。

「
頼
り
に
さ
れ
る
の
が
う
れ
し
い
」

技
術
者
を
た
ず
ね
て

省
エ
ネ
の
達
人 

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
完
成

Techno V
iew

９
月
30
日
ま
で
。
８
月
13
〜

15
日
を
除
く
平
日
の
９
〜
20

時
の
時
間
帯
。
た
だ
し
、
こ

た
。
沖
縄
電
力
を
除
く
９
電

力
管
内
で
、
節
電
を
要
請
す

る
。
期
間
は
７
月
１
日
か
ら

　

２
０
１
３
年
４
月
、
政
府

は
関
係
閣
僚
会
議
で
、
今
夏

の
電
力
需
給
対
策
を
決
め

れ
ま
で
の
よ
う
な
数
値
目
標

は
設
け
な
い
。
先
に
行
わ
れ

て
い
た
電
力
需
給
検
証
小
委

員
会
で
、
ど
の
電
力
会
社
管

内
で
も
、
安
定
供
給
に
必
要

な
予
備
率
３
％
以
上
を
確
保

で
き
る
と
判
断
さ
れ
た
た

め
。
節
電
の
要
請
に
あ
た
っ

て
は
、
震
災
の
被
災
地
、
高

齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
の
弱

者
、
熱
中
症
な
ど
の
健
康
被

害
に
配
慮
す
る
と
し
て
い

る
。

　

政
府
の
節
電
要
請
は
、
東

日
本
大
震
災
後
の
２
０
１
１

年
夏
以
降
、
５
回
目
。
原
発

事
故
以
降
、
初
め
て
全
地
域

で
数
値
目
標
の
設
定
が
見
送

ら
れ
た
。

　

節
電
要
請
の
判
断
基
準
と

な
っ
た
電
力
需
給
見
通
し

は
、
２
０
１
０
年
並
み
の

猛
暑
を
想
定
し
て
検
証
さ
れ

た
。
そ
こ
に
経
済
成
長
の
伸

び
率
な
ど
も
盛
り
込
み
、
さ

ら
に
定
着
し
た
節
電
活
動
で

の
低
減
率
も
見
込
ん
で
い

る
。
よ
っ
て
見
込
み
ど
お
り

の
節
電
が
実
施
さ
れ
な
い
場

合
、
前
提
に
な
っ
た
数
値
自

体
が
誤
り
に
な
っ
て
し
ま

う
。
節
電
に
よ
り
見
込
ん
だ

削
減
量
は
２
０
１
０
年
度
比

で
、
北
海
道
６
・
３
％
、
東

北
３
･
８
％
、
東
京
10
・
５

％
、中
部
４
・
０
％
、関
西
８
・

７
％
、
北
陸
４
・
０
％
、
中

国
３
・
６
％
、四
国
５
・
２
％
、

九
州
８
・
５
％
。
政
府
で
は

こ
の
数
値
が
節
電
活
動
の
目

安
に
な
る
と
し
て
い
る
。

政
府 

今
夏
も
節
電
要
請

Techno V
iew

る
。
第
１
段
階
は
全
国
の
電

力
需
給
調
整
を
一
元
的
に
担

う
広
域
系
統
運
用
機
関
の
設

立
（
２
０
１
５
年
）。
第
２

段
階
は
電
力
小
売
り
の
全
面

自
由
化
（
２

０
１
６
年
）。

第
３
段
階
は

発
送
電
分
離

の
実
施
（
２
０
１
８
〜
２
０

２
０
年
）。

　

こ
れ
ま
で
金
融
、
通
信
、

教
育
、
食
料
、
航
空
な
ど
多

く
の
事
業
分
野
で
、
従
来
の

独
占
・
寡
占
型
制
度
の
改
革

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
制
度

改
革
に
よ
る
市
場
の
開
放

2011
年
度
排
出
量 
前
年
比
4.0
％
増

横
山 

隆
一

早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院

教
授

　

種
類
に
よ
っ

て
異
な
る
が
ク

ジ
ラ
は
１
０
０

年
く
ら
い
生
き

る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
ク
ジ
ラ
は
、

そ
の
生
命
活
動
を
終
え
た
あ

と
、
自
ら
の
寿
命
と
同
じ
ほ

ど
の
長
い
間
、
新
た
な
生
態

系
を
育
む
源
泉
に
な
る
と
い

う
。

▼
深
海
底
に
沈
ん
だ
ク
ジ
ラ

の
遺
骸
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

物
に
生
活
の
場
を
与
え
る
。

そ
こ
は
深
海
で
は
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
い
海
洋
生
物
の
密

集
地
。
集
ま
っ
て
く
る
の
は

生
物
学
的
に
も
特
異
な
種
が

多
い
。
こ
れ
は
鯨
骨
生
物
群

集
と
呼
ば
れ
、
各
国
の
専
門

家
が
競
っ
て
研
究
の
対
象
に

し
て
い
る
。

▼
遺
骸
が
沈
ん
で
最
初
の
数

カ
月
か
ら
数
年
は
、
ヌ
タ
ウ

ナ
ギ
類
や
サ
メ
、
エ
ビ
や
カ

ニ
な
ど
の
死
肉
を
食
べ
る
生

物
が
集
ま
る
。
そ
れ
ら
が
や

わ
ら
か
い
肉
を
食
べ
尽
く
す

と
、
次
は
ホ
ネ
ク
イ
ハ
ナ
ム

シ
類
や
貝
類
な
ど
骨
か
ら
栄

養
分
を
採
る
生
物
が
栄
え
る

時
代
。
こ
の
期
間
も
数
カ
月

か
ら
数
年
に
な
る
。

▼
次
の
主
役
は
、
細
菌
と
貝

類
や
ゴ
カ
イ
な
ど
。
骨
が
分

解
さ
れ
る
過
程
で
硫
化
水
素

が
生
じ
、
そ
れ
を
摂
取
す
る

細
菌
が
集
ま
る
。
こ
の
細
菌

が
つ
く
る
有
機
物
を
貝
類
や

ゴ
カ
イ
が
餌
に
す
る
。
こ
の

時
代
は
数
十
年
か
ら
百
年
ほ

ど
続
く
と
み
ら
れ
て
い
る
。

▼
生
命
を
終
え
て
な
お
、
新

た
な
生
態
系
を
つ
く
り
出
す

ク
ジ
ラ
。
生
物
の
多
様
性
を

あ
ち
こ
ち
で
壊
し
な
が
ら
生

き
て
い
る
人
間
。
ク
ジ
ラ
の

偉
大
さ
に
追
い
つ
き
た
い
。

スマートクロック
テーマ曲

ココ（ ）にアクセス

無料配信中 !!

％
減
に
な
る
。
同
様
の
計
算

に
よ
る
過
去
３
年
の
基
準
年

比
は
、
８
・
８
％
減
、
13
・

８
％
減
、
10
・
２
％
減
で
、

２
０
０
８
〜
２
０
１
１
年
度

▼
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

京
都
議
定
書
で
は
、
各
締

約
国
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
目
標
を
数
値
と
し
て
定

め
、
そ
の
達
成
を
義
務
づ
け

て
い
る
。
こ
の
目
標
達
成
が

自
国
内
の
取
り
組
み
だ
け
で

は
難
し
い
場
合
、
資
金
提
供

な
ど
に
よ
り
他
国
で
実
施
し

た
削
減
量
を
、
自
国
の
数
値

に
組
み
込
め
る
仕
組
み
が
つ

く
ら
れ
た
。
そ
の
柔
軟
性
措

置
を
総
称
し
て
京
都
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
呼
ん
で
い
る
。

　

２
０
１
２
年
度
ま
で
に
政

府
が
取
得
し
た
京
都
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

総
契
約
量
は
９
７
５
２
・
８

の
平
均
は
９
・
２
％
減
と
な

っ
た
。

　

排
出
量
の
集
計
結
果
は
例

年
、
年
末
に
前
年
度
の
速
報

値
、
翌
年
４
月
に
確
定
値
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１

２
年
度
の
排
出
量
は
、
そ
れ

ま
で
結
果
を
待
つ
必
要
が
あ

る
が
、
４
年
間
の
積
み
重
ね

に
よ
る
９
・
２
％
減
の
実
績

本
が
削
減
目
標
の
達
成
を
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
期
間
は

２
０
０
８
〜
２
０
１
２
年
。

こ
の
５
年
間
の
平
均
を
、
基

準
年
と
比
較
し
て
６
・
０
％

減
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

回
、
確
定
値
が
公
表
さ
れ
た

２
０
１
１
年
度
は
約
束
期
間

４
年
目
に
あ
た
り
、
目
標
達

成
の
可
否
を
左
右
す
る
重
要

な
年
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
た
。

が
あ
る
た
め
、
京
都
議
定
書

の
目
標
達
成
に
は
、
あ
る
程

度
の
メ
ド
が
つ
い
た
と
み
ら

れ
て
い
る
。

　

京
都
議
定
書
に
お
い
て
日

　

２
０
１
３
年
３
月
、
政
府
は
環
境
モ

デ
ル
都
市
の
追
加
選
定
に
つ
い
て
結
果

を
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
選
定
さ
れ
て

い
た
13
都
市
に
加
え
、
新
た
に
７
都
市

が
選
ば
れ
、
合
計
20
都
市
と
な
っ
た
。

今
回
、
追
加
選
定
さ
れ
た
の
は
、
茨
城

県
つ
く
ば
市
、
新
潟
県
新
潟
市
、
岐
阜

県
御み

嵩た
け

町ち
ょ
う、
兵
庫
県
神
戸
市
、
兵
庫
県

尼
崎
市
、
岡
山
県
西
粟
倉
村
、
愛
媛
県

松
山
市
。

　

環
境
モ
デ
ル
都
市
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
大
幅
削
減
な
ど
高
い
目
標
を
掲

げ
、
他
の
都
市
に
先
駆
け
、
手
本
と

な
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
挑
戦
す
る
都

市
。
そ
れ
を
国
が
選
定
し
、
支
援
し
て

い
く
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
、
未
来
の
低

削
減
目
標
」「
先
導
性
・
モ
デ
ル
性
」「
地

域
に
適
応
」「
実
現
可
能
性
」「
取
り
組

み
が
持
続
的
」。
例
え
ば
、
つ
く
ば
市

の
選
定
理
由
は
「
研
究
学
園
都
市
と
し

て
、
サ
イ
エ
ン
ス
と
環
境
が
融
合
す
る

モ
デ
ル
性
の
高
い
提
案
で
あ
る
。
国
際

発
信
や
将
来
的
に
は
国
内
外
へ
の
展
開

も
期
待
で
き
る
」
だ
っ
た
。

　

な
お
、
す
で
に
選
定
さ
れ
て
い
た
13

都
市
は
、
北
海
道
下
川
町
、
北
海
道
帯

広
市
、
東
京
都
千
代
田
区
、
神
奈
川
県

横
浜
市
、
長
野
県
飯
田
市
、
富
山
県
富

炭
素
都
市
像
を
広
く
知
ら
し
め
る
。

　

今
回
は
、
２
０
１
２
年
９
月
に
公
募

を
行
い
、
応
募
が
あ
っ
た
25
都
市
の
中

か
ら
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
評
価
・
調
査

検
討
会
に
よ
る
審
議
を
経
て
７
都
市
が

選
ば
れ
た
。
選
考
の
基
準
は
「
大
幅
な

全
国
に
20
の
低
炭
素
都
市
像

山
市
、
愛
知

県
豊
田
市
、

京
都
府
京
都

市
、
大
阪
府

の
部
門
が
減
少
し
た
の
に
対

し
、
発
電
所
な
ど
の
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
部
門
」で
は
７
・

７
％
増
。
さ
ら
に
火
力
発
電

で
排
出
量
が
増
え
た
電
力
を

使
う
オ
フ
ィ
ス
や
商
業
施
設

な
ど
の「
業
務
そ
の
他
部
門
」

は
14
・
３
％
増
、「
家
庭
部
門
」

も
９
・
８
％
増
と
前
年
を
上

回
っ
た
。

　

総
排
出
量
と
し
て
は
、
基

準
年
の
12
億
６
１
０
０
万
㌧

を
約
４
７
０
０
万
㌧
超
え

た
。
単
純
な
比
較
で
は
３
・

７
％
増
に
な
る
が
、
京
都
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
森
林
吸
収
源
対

策
を
加
味
す
る
と
、
４
・
０

　

２
０
１
１
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
は
、
前
年
お

よ
び
基
準
年
を
上
回
る
結
果

と
な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

を
受
け
た
原
発
事
故
の
影
響

で
、
火
力
発
電
依
存
度
が
増

加
。
そ
れ
に
伴
い
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
も
増
え
た
。
そ

れ
は
震
災
の
影
響
に
よ
る
製

造
業
の
排
出
量
減
少
分
を
超

え
る
も
の
だ
っ
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排

出
量
の
内
訳
で
は
、
工
場
な

ど
の
「
産
業
部
門
」
が
前
年

比
０
・
５
％
減
、「
運
輸
部

門
」
が
１
・
０
％
減
。
２
つ

議
定
書
目
標
に
は
メ
ド

　

２
０
１
３
年
４
月
、
環
境
省
は
２
０
１
１
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
確
定

値
）
を
ま
と
め
公
表
し
た
。
総
排
出
量
は
、
前
年
を
４
・
０
％
上
回
る
13
億
８
０
０

万
㌧
と
な
っ
た
。
京
都
議
定
書
の
基
準
年
（
原
則
１
９
９
０
年
）
と
の
比
較
で
は
３
・

７
％
の
増
加
に
な
っ
て
い
る
。

環境モデル都市 追加選定
つくば市など７件

堺
市
、
高
知
県
檮ゆ

す

原は
ら

町ち
ょ
う、
福
岡
県
北
九

州
市
、
熊
本
県
水
俣
市
、
沖
縄
県
宮
古

島
市
。
こ
れ
ら
は
２
０
０
８
年
の
公
募

に
寄
せ
ら
れ
た
82
件
（
89
団
体
）
の
中

か
ら
選
定
さ
れ
た
。【３

面
に
関
連
記
事
】

環境政策最前線
識者COLUMN

環
境
モ
デ
ル
都
市
探
訪

　

ロ
ボ
ッ
ト
が
集
う 

最
先
端
都
市

日本の温室効果ガス排出量電力各社の需給見通し
（2013年８月）
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（億㌧）

11

12

13

2008
▲8.8% ▲13.8% ▲10.2% ▲4.0%

2009 2010 2011

森林吸収源と京都メカニズムを加味した場合の基準年比
２００８～２０１１年度の平均で▲9.2％

基準年排出量
12億6100万㌧

京都議定書
はクリアでき
る見込み

12
億
８
２
０
０
万
㌧

12
億
７
０
０
万
㌧

12
億
５
７
０
０
万
㌧

13
億
８
０
０
万
㌧

前年比４．０％増
基準年比3.7％増

議定書削減約束
11億8600万㌧
（▲6.0％）

万
㌧
。
こ
れ
に
加
え
植
林
な

ど
森
林
吸
収
源
対
策
に
よ
る

実
質
的
な
削
減
量
も
、
実
績

と
し
て
換
算
で
き
る
（
２
０

１
１
年
度
は
、
約
５
２
１
０

万
㌧
）。

数
値
目
標
は
設
け
ず

電力会社
予備率

供給力（万 kW）
最大需要（万 kW）

北海道
10.5％

524
474

東北
5.5％
1,520
1,441

東京
6.7％
5,813
5,450

中部
9.0％
2,817
2,585

関西
3.0％
2,932
2,845

北陸
5.2％

574
546

中国
10.5％
1,250
1,131

四国
5.9％

595
562

九州
3.1％
1,659
1,610

９電力
6.2％
17,684
16,644

沖縄
53.1％

238
156

環境産業市場規模の推移
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電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
への
期
待
と
解
決
課
題

http://econews.jp/newspaper/frontline/
http://www.n-techno.co.jp
https://www.nichidenkyo.jp/lp/
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日
本
の
省
エ
ネ
の
歴
史
を
少
し
振
り
返

っ
て
お
こ
う
。

　

１
９
７
０
年
代
、
日
本
は
２
度
の
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
し
た
。
石
油
依

存
か
ら
の
脱
却
の
た
め
、
水
力
や
ガ
ス

な
ど
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
が
進
め

ら
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
自
動
車
の

燃
費
性
能
の
向
上
や
家
電
の
消
費
電
力

低
減
と
い
っ
た
省
エ
ネ
技
術
が
飛
躍
的

に
進
歩
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
技
術
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
１

９
９
８
年
に
は
、
改
正
省
エ
ネ
法
に
基

づ
く
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
が
導
入
さ

れ
た
。
現
存
す
る
最
高
性
能
以
上
の
省

エ
ネ
性
能
を
持
つ
製
品
を
発
売
し
て
い

く
方
法
だ
。
現
在
、
対
象
製
品
は
26
品

目
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
思
想
は

多
く
の
メ
ー
カ
ー
の
中
に
息
づ
き
、
あ

ら
ゆ
る
製
品
開
発
の
分
野
で
生
き
て
い

る
。
こ
う
し
た
潮
流
が
後
押
し
し
て
、

多
く
の
企
業
や
家
庭
に
、
環
境
問
題
へ

の
取
り
組
み
を
促
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
起
き
た
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
。
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ

た
く
異
な
る
次
元
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
選

択
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
、
検
討
さ
れ

始
め
た
。
検
討
課
題
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
天
然
ガ
ス
の
普
及
促
進
、

化
石
燃
料
を
用
い
な
が
ら
高
効
率
で
発

電
す
る
方
法
、
送
配
電
網
の
見
直
し
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。
解
決
へ
の
方
向
性
は
見

え
て
き
て
い
る
が
、
経
済
性
と
環
境
性

の
最
適
な
バ
ラ
ン
ス
は
一
筋
縄
で
は
い

か
な
い
。
そ
し
て
、
企
業
や
家
庭
に
対

す
る
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
も
強
く
要

請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
求
め
ら
れ
る
節
電
に
関
し
て

の
取
り
組
み
は
、
そ
の
内
容
が
過
去
と

異
な
り
変
化
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
省
エ

ネ
は
、
使
う
電
気
の
総
量
を
減
ら
す
こ

と
が
主
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に
、
電
力
需

給
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
た
時
間
帯
と
い

う
考
え
が
加
わ
っ
た
の
だ
。
簡
単
に
い

え
ば
、
ピ
ー
ク
の
時
間
帯
に
は
電
気
の

使
用
を
控
え
る
こ
と
。
震
災
以
降
、
ほ

と
ん
ど
の
電
力
会
社
で
発
表
さ
れ
続
け

て
い
る
「
で
ん
き
予
報
」
や
「
電
力
需

給
状
況
」
は
、
当
日
の
ピ
ー
ク
時
間
帯

と
、
そ
の
電
力
使
用
量
お
よ
び
供
給
量

を
明
示
し
、
注
意
を
呼
び
掛
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
省
エ
ネ
の
方
法
や
考
え

方
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
。

現
在
は
ピ
ー
ク
の
時
間
帯
と
使
用
量
を

的
確
に
把
握
し
な
が
ら
省
エ
ネ
を
進
め

る
方
法
が
求
め
ら
れ
る
と
き
だ
。
日
本

テ
ク
ノ
で

は
電
気

の
「
見
え

る
化
」
に

よ
り
、
こ

の
時
代
の

要
請
に
応

え
る
。
さ
ら
に
、
見
せ
る
こ
と
で
省
エ

ネ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
知
ら
せ
た
あ
と
、

と
る
べ
き
細
か
な
行
動
に
も
指
針
を
提

供
す
る
。
実
例
を
も
と
に
業
種
ご
と
の

特
徴
を
整
理
し
対
策
を
ま
と
め
た
情
報

だ
。
時
代
に
沿
っ
た
省
エ
ネ
活
動
を
継

続
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
定
期
的
な
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
現
在
の
省
エ
ネ
対
策
の
ト

レ
ン
ド
に
は
、
も
う
一
つ
、
経
済
産
業

省
が
提
唱
す
る
方
向
性
も
、
加
え
て
お

く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
建
物
や
設

備
自
体
の
省
エ
ネ
化
（
設
備
改
善
）」

と
「
人
が
無
駄
な
く
電
気
を
使
う
省
エ

ネ
活
動（
運
用
改
善
）」を
組
み
合
わ
せ
、

両
面
か
ら
取
り
組
む
や
り
方
だ
。

　

設
備
改
善
に
は
初
期
投
資
が
必
要
だ

が
、
削
減
効
果
は
確
実
に
生
ま
れ
る
。

そ
の
と
き
、
単
に
設
備
の
変
更
や
効
率

的
な
機
器
の
導
入
を
す
る
だ
け
で
は
、

効
果
は
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に

運
用
改
善
の
習
慣
が
加
わ
っ
た
と
き
、

効
果
は
よ
り
有
効
な
も
の
に
な
る
。

　

例
え
ば
、
設
備
改
善
で
ト
イ
レ
の
照

明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
え
た
と
し
よ
う
。
そ

れ
で
安
心
し
て
つ
け
っ
放
し
に
な
っ
て

し
ま
え
ば
、
省
エ
ネ
効
果
は
生
ま
れ
な

い
。
交
換
後
も
、
こ
ま
め
に
消
灯
す
る

の
が
、
設
備
改
善
と
運
用
改
善
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
省
エ
ネ
だ
。
大
き
な
導

入
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
設
備
改
善
で
、
た
と
え
省
エ
ネ

効
果
が
得
ら
れ
て
も
、
設
備
や
機
械
ま

か
せ
で
は
限
定
的
な
総
量
削
減
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
時
間
帯
を
考
慮

す
る
震
災
以
降
の
省
エ
ネ
活
動
の
流
れ

に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

　

日
本
テ
ク
ノ
は
「
設
備
改
善
＋
運
用

改
善
」
と
い
う
省
エ
ネ
の
流
れ
に
も
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

２
０
１
３
年
１
月
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
最
大
の
都
市
シ
ド
ニ

ー
で
過
去
最
高
気
温
45
・
８
℃

を
観
測
し
た
。
５
月
に
は
ア
メ

リ
カ
の
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
で
巨
大

竜
巻
が
発
生
し
た
。
世
界
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
今
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
異
常
気
象
が

多
発
し
て
い
る
。

　

異
常
気
象
は
地
球
全
体
を
包

括
す
る
気
候
シ
ス
テ
ム
の
変
動

で
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
そ
れ
は

大
気
、
陸
面
、
雪
氷
、
海
洋
や

生
物
な
ど
の
各
要
素
が
複
雑
に

相
互
作
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
主
に
太
陽
光
線
が
大
き
く

影
響
す
る
。
①
入
射
す
る
太
陽

光
線
②
雲
に
当
た
り
反
射
す
る

太
陽
光
線
③
地
球
が
反
射
す
る

太
陽
光
線
。
こ
れ
ら
３
つ
の
放

射
さ
れ
る
太
陽
光
線
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
が
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を

経
て
変
化
す
る
動
き
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
曇
っ
た
日
の
夜
が

晴
れ
た
日
の
夜
よ
り
暖
か
い
と

い
う
現
象
。
こ
れ
は
、
③
の
地

球
か
ら
反
射
し
て
宇
宙
に
放
出

さ
れ
る
は
ず
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
、
雲
に
遮
ら
れ
、
あ
た
か

も
雲
が
毛
布
の
よ
う
な
役
目
を

は
た
し
て
地
上
の
気
温
を
保
つ

自
然
の
温
室
効
果
だ
。

　

温
室
効
果
を
生
む
の
は
雲
以

外
に
も
あ
る
。
そ
の
代
表
が
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）。
化
石

燃
料
の
使
用
や
森
の
消
失
な
ど

人
間
活
動
に
よ
っ
て
増
加
し
て

い
る
気
体
で
あ
る
。
産
業
革
命

以
前
は
約
２
８
０
Ｐ
Ｐ
Ｍ
だ
っ

た
が
、
２
１
０
０
年
に
は
５
０

０
〜
９
０
０
Ｐ
Ｐ
Ｍ
ま
で
増
え

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

限
定
的
な
総
量
削
減
で
終
わ
ら
な
い

設
備
の
省
エ
ネ 

＋ 

人
が
動
く
省
エ
ネ
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毛
布
の
よ
う
な
温
室
効
果
を

生
む
Ｃ
Ｏ
２

の
増
加
で
、
地
球

の
温
暖
化
は
進
ん
で
い
る
。
暖

か
く
な
る
こ
と
で
雪
や
氷
が
融

け
、
地
面
や
水
面
が
現
れ
、
よ

り
多
く
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸

収
し
、
さ
ら
に
気
温
が
上
が
る

と
い
う
循
環
作
用
が
あ
る
。
そ

う
し
た
温
暖
化
に
よ
っ
て
冒
頭

に
あ
げ
た
よ
う
な
異
常
気
象
は

頻
発
す
る
。
異
常
高
温
だ
け
で

な
く
、
暴
風
雨
や
干
ば
つ
な
ど

の
現
象
が
、
よ
り
大
き
な
破
壊

力
を
持
つ
。
温
暖
化
で
海
水
温

が
上
が
れ
ば
、
海
中
の
生
態
系

に
も
影
響
を
与
え
る
。
水
温
の

変
化
に
敏
感
な
サ
ン
ゴ
が
弱
り

白
く
な
っ
て
し
ま
う
白
化
現
象

が
広
が
り
、
サ
ン
ゴ
礁
に
住
む

魚
た
ち
が
行
き
場
を
失
う
。

　

異
常
気
象
は
、
私
た
ち
の
目

の
前
で
短
期
的
に
起
こ
る
も

の
。
一
方
、気
候
シ
ス
テ
ム
は
、

月
単
位
か
ら
数
百
万
年
に
わ
た

る
気
象
デ
ー
タ
を
も
と
に
解
析

さ
れ
る
も
の
。
異
常
気
象
は
、

未
来
の
地
球
の
姿
を
予
想
さ
せ

る
人
類
へ
の
警
告
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

２
０
１
３
年
３
月
、
経
済
産

業
省
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
に

お
け
る
２
０
１
３
年
度
の
新
規

参
入
者
向
け
買
い
取
り
価
格

と
、
電
気
代
に
上
乗
せ
さ
れ
利

用
者
が
負
担
す
る
賦
課
金
の
額

を
公
表
し
た
。

　

買
い
取
り
価
格
が
前
年
度
か

ら
変
更
に
な
っ
た
の
は
太
陽
光

だ
け
。
10
㌔
㍗
以
上
の
非
住
宅

用
が
前
年
度
の
１
㌔
㍗
時
当
た

り
42
円
か
ら
４
・
２
円
引
き
下

げ
ら
れ
37
・
８
円
に
、
10
㌔
㍗

未
満
の
住
宅
用
は
４
円
引
き
下

げ
の
38
円
に
な
っ
た
。
他
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
導
入
ケ

ー
ス
が
少
な
か
っ
た
た
め
価
格

円
な
ど
前
年
度
の
価
格
を
引
き

継
い
だ
。

　

２
０
１
３
年
５
月
〜
２
０
１

４
年
４
月
の
電
気
料
金
に
上
乗

せ
さ
れ
る
賦
課
金
は
、
太
陽
光

発
電
の
余
剰
電
力
を
買
い
取
る

旧
制
度
の
金
額
を
含
め
、
全
国

平
均
で
１
㌔
㍗
時
当
た
り
０
・

４
円
（
旧
制
度
分
は
０
・
０
５

円
）。
月
３
０
０
㌔
㍗
時
使
う

　

２
０
１
３
年
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
は
、
５

月
１
日
〜
10
月
31
日
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
ス

タ
ー
ト
時
の
２
０
０
５
年
は
、
６
月
１

日
〜
９
月
30
日
で
、
ま
さ
し
く
衣
替
え

の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
が
、
昨
年
か
ら

前
後
に
１
カ
月
延
び
て
い
る
。
そ
れ
に

合
わ
せ
、
ほ
と
ん
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

は
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
に
な
る
。
昔
、
ア
イ

ビ
ー
ル
ッ
ク
と
し
て
流
行
っ
た
ボ
タ
ン

ダ
ウ
ン
の
Ｙ
シ
ャ
ツ
で
売
り
場
は
ほ
ぼ

埋
め
尽
く
さ
れ
る
。
今
年
は
、
胸
ポ
ケ

ッ
ト
に
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
を
さ
す
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
面
で
の
進
化
も
み
ら
れ
る
。

　

時
の
流
れ
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

が
流
行
で
、
省
エ
ネ
の
や
り
方
も
時
代

に
合
わ
せ
変
化
さ
せ
て
い
く
べ
き
も
の

な
の
だ
ろ
う
。
日
本
テ
ク
ノ
が
提
案
す

る
省
エ
ネ
手
法
も
同
じ
だ
。
こ
こ
で
、

標
準
家
庭
の
場
合
、
約
７
０
０

０
円
の
電
気
料
金
に
対
し
て
１

２
０
円
の
負
担
に
な
る
。

　

制
度
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
発
電
し
た
電
気
を
、
電
力

会
社
が
一
定
の
価
格
で
買
い
取

る
も
の
で
、
価
格
は
年
度
ご
と

に
見
直
さ
れ
る
。
太
陽
光
、
風

力
、
水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ

ス
な
ど
の
種
類
ご
と
に
価
格
は

決
め
ら
れ
、
今
回
は
制
度
が
始

ま
っ
て
か
ら
最
初
の
見
直
し
と

な
っ
た
。

は
据
え
置
か
れ
、
風
力
（
20
㌔

㍗
以
上
）
23
・
１
円
、水
力
（
１

０
０
０
㌔
㍗
以
上
３
万
㌔
㍗
未

満
）
25
・
２
円
、
地
熱
（
１
万

５
０
０
０
㌔
㍗
以
上
）
27
・
３

　

学
校
長
の
諏
佐
準
一
さ
ん
は

「
衣
笠
山
は
一
部
の
児
童
が
通
学

路
と
し
て
も
使
う
非
常
に
身
近
な

存
在
で
す
が
、
専
門
の
方
々
に
ご

指
導
い
た
だ
く
こ
と
で
、
さ
ら
に

深
く
、
生
活
と
の
か
か
わ
り
や
山

の
役
割
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
話
す
。
森
林
学
習
を
受
け

る
児
童
た
ち
は
、
ふ
か
ふ
か
と
し

た
落
ち
葉
の
上
や
雨
上
が
り
の
湿

っ
た
山
道
を
歩
き
、
山
自
体
が
持

つ
貯
水
能
力
に
つ
い
て
考
え
る
。

観
光
で
に
ぎ
わ
う
幹
線
道
路
か
ら

一
歩
衣
笠
山
に
足
を
踏
み
入
れ
た

と
き
の
澄
ん
だ
空
気
を
感
じ
る
。

そ
の
と
き
、
山
の
木
々
が
自
分
た

ち
の
生
活
（
命
）
を
守
っ
て
く
れ

て
い
る
こ
と
を
体
感
す
る
。

　

さ
ら
に
、
毎
年
引
き
継
が
れ
て

き
た
巣
箱
の
掛
け
替
え
作
業
は
、

学
年
を
超
え
た
共
通
の
話
題
と
な

り
、
児
童
の
あ
い
だ
に
衣
笠
山
を

守
り
育
て
る
連
帯
感
を
生
み
出
し

て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス
ク
ー
ル
認
定
校

　

今
年
度
よ
り
新
た
に
環
境
学
習

の
取
り
組
み
と
し
て
「
ス
ー
パ
ー

エ
コ
ス
ク
ー
ル
金
閣
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。「
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス

ク
ー
ル
」
と
は
、
文
科
省
の
進
め

る
施
策
で
、
公
立
学
校
施
設
に
お

け
る
省
エ
ネ
の
徹
底
と
と
も
に
、

学
校
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

創
エ
ネ
、
蓄
エ
ネ
な
ど
の
設
備
で

賄
い
、
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
、
ゼ
ロ
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
を
推
進
す
る
実
証
事

業
。
２
０
１
２
年
度
に
最
初
の
公

募
が
行
わ
れ
、
全
国
で
金
閣
小
学

校
を
含
む
３
校
が
採
択
さ
れ
た
。

　

同
校
で
は
昨
年
よ
り
、
京
都
市

教
育
委
員
会
や
立
命
館
大
学
、
地

元
設
計
会
社
な
ど
関
係
者
が
集
ま

衣笠山での森林学習、スーパーエコスクール

子どもたちの思いをかたちに

【
第
十
回
】　

京
都
市
立
金
閣
小
学
校

シリーズ

　

歴
史
的
建
造
物
や
文
化
財
の
集

ま
る
京
都
市
。
市
の
北
西
部
に
位

置
す
る
市
立
金
閣
小
学
校
は
、
全

校
児
童
数
６
０
０
名
、
校
区
内
に

は
世
界
文
化
遺
産
の
鹿
苑
寺
金
閣

が
建
つ
。
観
光
地
と
し
て
国
内
外

か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
金
閣

周
辺
だ
が
、
近
く
に
は
京
都
五
山

送
り
火
の
一
つ
左
大
文
字
の
行
わ

太
陽
光
４
円
引
き
下
げ

環
境
汚
染
防
止
の
３
条
約 

連
携
強
化

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
な
ど
締
約
国
会
議
開
催

れ
る
大
北
山
や
衣
笠
山
な
ど
の
自

然
も
広
が
る
。

　

金
閣
小
学
校
の
裏
手
に
見
え
る

の
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
よ
う
な
形

が
特
徴
的
な
衣
笠
山
。
標
高
２
０

１
メ
ー
ト
ル
の
低
山
な
が
ら
、
鹿

や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
動
物
も
生
息

す
る
。
同
校
で
は
10
年
以
上
前
か

ら
、
衣
笠
山
を
活
用
し
た
森
林
学

習
を
行
っ
て
い
る
。「
自
分
た
ち

の
住
ん
で
い
る
地
域
を
よ
り
深
く

知
り
、
住
み
や
す
い
環
境
に
し
て

い
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
年
３

〜
５
年
生
の
児
童
が
地
元
の
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
植
樹
や
巣
箱
掛
け
、
シ

イ
タ
ケ
栽
培
な
ど
を
実
施
。
森
林

の
特
性
や
生
息
す
る
生
き
物
、
山

を
守
る
林
業
の
仕
事
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
。

eco topicseco topics
議
定
書
対
策 

７
割
達
成
見
込
み

　

２
０
１
３
年
４
月
、
内
閣
総
理
大

臣
を
本
部
長
と
す
る
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
本
部
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
京
都
議
定
書

目
標
達
成
計
画
の
進
捗
状
況
が
点
検

さ
れ
た
。
同
計
画
に
は
、
各
産
業
界

が
示
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
よ

る
都
市
の
低
炭
素
化
と
い
っ
た
具
体

的
対
策
が
１
８
８
件
あ
る
。
こ
の
具

体
的
対
策
に
つ
い
て
、
２
０
０
０
年

度
か
ら
２
０
１
１
年
度
ま
で
の
実
績

を
把
握
し
、
そ
の
評
価
を
行
っ
た
。

　

お
お
む
ね
目
標
達
成
の
見
込
み
ど

お
り
ま
た
は
そ
れ
以
上
と
な
っ
た
の

は
１
８
８
件
中
１
２
６
件
で
全
体
の

約
７
割
を
占
め
た
。
ま
た
１
９
９
０

年
度
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
６
％
削

減
す
る
京
都
議
定
書
の
目
標
も
達
成

で
き
る
見
込
み
と
判
断
さ
れ
た
。

サ
メ
類
な
ど
新
た
な
保
護
対
象
に

　

２
０
１
３
年
３
月
、
タ
イ
の
バ
ン

コ
ク
で
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
第
16
回
締

約
国
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
同
条
約

は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
野
生
生

物
を
保
護
す
る
目
的
で
、
そ
の
国
際

取
引
を
規
制
す
る
も
の
。
２
０
１
２

年
12
月
現
在
、
締
約
国
は
日
本
を
含

め
１
７
６
カ
国
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
輸
出
国
の
許

可
が
必
要
と
な
る
附
属
書
Ⅱ
の
リ
ス

ト
に
、
沖
縄
県
の
一
部
地
域
に
生
息

す
る
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ヤ
マ
ガ
メ
な
ど

ア
ジ
ア
産
イ
シ
ガ
メ
科
15
種
が
新
た

に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
他
、
サ
メ
の
一
種
で
あ
る
ヨ
ゴ
レ

や
シ
ュ
モ
ク
ザ
メ
３
種
、
マ
ン
タ
類

な
ど
の
掲
載
も
決
ま
っ
て
い
る
。

１
人
１
日
当
た
り
ゴ
ミ
９
７
５
㌘

　

２
０
１
３
年
３
月
、
環
境
省
は
２

０
１
１
年
度
の
一
般
廃
棄
物
の
排
出

お
よ
び
処
理
状
況
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
を
ま
と
め
公
表
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
同
年
度
の
ゴ
ミ

総
排
出
量
は
４
５
３
９
万
㌧
、
１
人

１
日
当
た
り
に
換
算
す
る
と
９
７
５

㌘
だ
っ
た
。
前
年
度
と
の
比
較
で
は

総
排
出
量
が
０
・
１
％
増
（
前
年
度

４
５
３
６
万
㌧
）、
１
人
１
日
当
た

り
で
は
０
・
１
％
減
（
同
９
７
６
㌘
）

に
な
る
。
ゴ
ミ
処
理
事
業
経
費
は
１

兆
７
９
０
３
億
円
で
、
前
年
度
の
１

兆
８
３
９
０
億
円
か
ら
は
わ
ず
か
だ

が
減
少
し
た
（
災
害
廃
棄
物
処
理
の

費
用
は
除
く
）。
ま
た
、
最
終
処
分

場
の
残
余
年
数
は
19
・
３
年
で
、
そ

の
確
保
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

温
暖
化
の
最
新
統
合
レ
ポ
ー
ト
を
公
表

　

２
０
１
３
年
４
月
、
環
境
省
、
文

部
科
学
省
、
気
象
庁
は
共
同
で
、
地

球
温
暖
化
に
関
す
る
報
告
書
「
日
本

の
気
候
変
動
と
そ
の
影
響
（
２
０
１

２
年
度
版
）」
を
ま
と
め
公
表
し
た
。

３
省
庁
が
ま
と
め
た
温
暖
化
の
統
合

レ
ポ
ー
ト
は
、
２
０
０
９
年
10
月
に

続
き
今
回
が
２
度
目
。
前
回
以
降
に

得
ら
れ
た
最
新
の
動
向
を
踏
ま
え
、

温
暖
化
の
現
状
、
将
来
の
予
測
、
そ

の
緩
和
策
や
適
応
策
な
ど
を
記
載
し

て
い
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
合
わ
せ

て
概
要
を
抜
粋
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

も
作
成
し
た
。

　

同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
平

均
気
温
は
１
０
０
年
当
た
り
１
・
15

℃
の
割
合
で
上
昇
し
て
お
り
、
こ
れ

は
同
０
・
68
℃
上
昇
の
世
界
平
均
気

温
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

生
じ
る
影
響
は
、
無
降
水
日
数
の
増

加
に
よ
る
渇
水
、大
雨
に
よ
る
洪
水
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
域
拡
大
な
ど
生

態
系
の
変
化
、
米
な
ど
農
作
物
の
品

質
低
下
、
感
染
症
を
媒
介
す
る
蚊
の

発
生
、
熱
中
症
の
増
加
な
ど
。

　

同
報
告
書
の
目
的
は
、
そ
う
し
た

事
態
へ
の
対
応
策
を
考
え
る
際
に
有

用
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

校庭から見た衣笠山。ここで児童たちは、森林インストラク
ターの指導のもと森林学習を体験する。

り
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
目
指

し
た
太
陽
光
発
電
や
雨
水
の
再
利

用
な
ど
、
２
０
１
４
年
度
の
エ
コ

改
修
実
施
に
向
け
た
話
し
合
い
が

続
け
ら
れ
て
き
た
。

　

迎
え
た
今
年
度
、
い
よ
い
よ
ス

ー
パ
ー
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組

み
に
、
児
童
も
加
わ
っ
て
い
く
。

衣
笠
山
を
は
じ
め
と
す
る
身
の
ま

わ
り
の
自
然
環
境
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
、「
住
み
よ
い
地
域
」
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
、
課
題
や
問

題
点
を
、
児
童
自
ら
が
提
案
し
て

い
く
。

　

ま
た
諏
佐
さ
ん
は
、
エ
コ
改
修

に
限
ら
ず
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
な

ど
、
児
童
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と

は
一
つ
で
も
多
く
実
現
さ
せ
て
あ

げ
た
い
と
話
す
。
自
分
た
ち
の
思

い
の
つ
ま
っ
た
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス

ク
ー
ル
の
実
現
が
、
地
元
の
自
然

や
環
境
に
対
す
る
さ
ら
な
る
理
解

と
愛
着
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
だ

ろ
う
。

2013 年度買い取り価格
その他再生可能エネルギーは据え置き

ストックホルム条約

バーゼル条約

ロッテルダム条約

ダイオキシン類やPCBなど人や環境に悪影響を及ぼす残留
性有機汚染物質（POPs）を規制する条約。ＰＯＰｓ条約と
もいう。これらの物質について、製造・使用の廃絶、排出の
削減、ＰＯＰｓを含む廃棄物の適正処理などを定めている。

有害廃棄物が国境を越える場合の規制を定めた条約。越境し
た有害廃棄物による人や環境への被害を防止する目的でつく
られた。日本では、この条約を実施するため「特定有害廃棄
物等の輸出入等の規制に関する法律」などが制定されている。

有害化学物質の輸出入を規制する条約。発展途上国では有
害化学物質の規制措置が整備されていないことが多い。条
約では、輸入される化学物質の悪影響を防ぐ目的で「輸出国
は事前に輸入国の意思を確認する」ことなどを定めている。

　

２
０
１
３
年
４
月
末
か
ら

５
月
に
か
け
て
、
ス
イ
ス
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
有
害
な
化
学

物
質
や
廃
棄
物
を
規
制
す
る

３
つ
の
条
約
の
締
約
国
会
議

が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
た
。

残
留
性
有
機
汚
染
物
質
（
Ｐ

Ｏ
Ｐ
ｓ
）
を
規
制
す
る
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
第
６
回
締

約
国
会
議
、
有
害
廃
棄
物
の

国
境
移
動
を
規
制
す
る
バ
ー

ゼ
ル
条
約
第
11
回
締
約
国
会

議
、
有
害
化
学
物
質
の
輸
出

入
を
規
制
す
る
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
条
約
第
６
回
締
約
国
会

議
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
３
条

約
が
連
携
し
た
第
２
回
３
条

約
拡
大
合
同
締
約
国
会
議

（
Ｅ
ｘ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
ｓ
２
）
も
開

催
さ
れ
た
。

　

Ｅ
ｘ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
ｓ
２
で
は
、

約
80
カ
国
の
大
臣
・
副
大
臣

が
参
加
し
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ

グ
メ
ン
ト
会
議
で
、
３
つ
の

条
約
の
協
力
や
連
携
を
歓
迎

す
る
こ
と
な
ど
を
う
た
っ
た

閣
僚
宣
言
「
適
正
な
化
学
物

質
・
廃
棄
物
管
理
に
関
す
る

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
声
明
」
が
承
認

さ
れ
た
。
こ
の
声
明
で
は
、

現
在
制
定
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
「
水
銀
に
関
す
る
水

俣
条
約
」
と
３
条
約
の
将
来

的
な
協
力
・
連
携
に
も
言
及

し
て
い
る
。

　

ほ
か
３
会
議
の
主
な
成
果

は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約

で
、
新
た
に
１
種
類
の
物
質

「
ヘ
キ
サ
ブ
ロ
モ
シ
ク
ロ
ド

デ
カ
ン
（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）」
を

附
属
書
Ａ
（
廃
絶
）
に
追
加

し
た
こ
と
。
バ
ー
ゼ
ル
条
約

で
「
有
害
廃
棄
物
等
の
環
境

上
適
正
な
管
理
に
関
す
る
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
採
択
、

水
銀
廃
棄
物
の
管
理
に
関
す

る
技
術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更

新
を
決
め
た
こ
と
。
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
条
約
で
ア
ジ
ン
フ
ォ

ス
・
メ
チ
ル
な
ど
４
種
類
の

物
質
群
を
附
属
書
Ⅲ
（
輸
出

手
続
き
が
必
要
な
化
学
物

質
）
に
新
た
に
追
加
し
た
こ

と
、
な
ど
。

諏佐さんの授業の様子。

http://econews.jp/newspaper/thinking/index.html
http://econews.jp/newspaper/education/index.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/knowledge_33.html
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環
境
問
題
に
つ
い
て
は
知
ら

な
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
と
い

う
、
い
わ
ば
初
心
者
に
は
適
し

た
内
容
。
だ
が
、
知
識
は
あ
る

程
度
持
っ
て
い
る
と
い
う
中
級

者
に
も
、
本
書
は
十
分
役
立
つ

も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。そ
れ
は
、

断
片
的
に
蓄
え
て
い
る
個
々
の

知
識
同
士
の
つ
な
が
り
を
見
せ

て
く
れ
る
か
ら
。

　

例
え
ば
、「
化
学
物
質
汚
染

に
行
政
は
ど
う
対
応
し
て
い
る

の
か
」
の
節
の
図
解
（
73
ペ
ー

ジ
）
で
は
、
化
学
物
質
の
「
種

類
」
を
規
制
す
る
も
の
と
し
て

「
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
化

審
法
）」
を
示
し
、
そ
れ
に
並

記
し
て
、
種
類
で
は
な
く
「
使

用
量
」を
規
制
す
る
も
の
に「
食

品
衛
生
法
」
を
あ
げ
て
い
る
。

有
害
な
化
学
物
質
の
製
造
や
輸

入
を
事
実
上
禁
止
す
る
法
律
は

知
っ
て
い
て
、
食
の
安
全
を
守

る
た
め
の
法
律
も
わ
か
っ
て
い

る
読
者
で
も
、
そ
れ
を
「
化
学

物
質
に
対
す
る
行
政
の
取
り
組

み
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
つ

な
げ
て
み
る
こ
と
は
あ
ま
り
し

な
い
。
ち
な
み
に
、
食
品
衛
生

法
で
は
、
化
学
物
質
な
ど
の
食

品
添
加
物
が
人
の
健
康
に
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
量
的
な
規
制

を
加
え
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
本
書
で
は
、
原
発

事
故
や
原
子
力
発
電
所
の
安
全

対
策
な
ど
に
も
触
れ
て
お
り
、

事
故
か
ら
２
年
を
経
過
し
た

今
、
も
う
一
度
知
識
を
確
認
す

る
機
会
も
与
え
て
く
れ
る
。

断片的な情報同士のつながりが見えてくる

（かんき出版　1,500円＋税）
三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 
環境・エネルギー部（監修者）。総合シンクタン
クの一部門。中央省庁の環境政策や企業の環境
戦略の立案といった受託調査やコンサルティン
グを幅広く手掛けている。

　

日
本
テ
ク
ノ
が
制
作
す
る
「
ニ

ッ
ポ
ン 
環
境
都
市
探
訪
」
は
本

記
事
と
連
動
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
。
つ
く
ば
市
の
よ
り
詳
細
な
情

報
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
が
認
定
し
た
「
環
境
モ
デ

ル
都
市
」
や
「
環
境
未
来
都
市
」

を
中
心
に
、
活
発
な
環
境
活
動
を

街
ぐ
る
み
で
実
施
し
て
い
る
都
市

は
多
数
あ
る
。
そ
の
取
り
組
み
を

日
本
テ
ク
ノ
の
担
当
記
者
自
ら
が

訪
れ
、
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

訪
問
先
が
環
境
モ
デ
ル
都
市
に

該
当
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
内
容

が
本
記
事
と
連
動
す
る
。
サ
イ
ト

で
は
紙
面
の
関
係
で
紹
介
で
き
な

か
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
や
記
者
の
感
想

を
記
し
た
編
集
後
記
な
ど
が
閲
覧

で
き
る
。

　

サ
イ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は

２
０
１
３
年
１
月
。
こ
れ
ま
で
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
は
12

都
市
の
レ
ポ
ー
ト
。
全
国
に
は
、

現
在
20
の
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
11

の
環
境
未
来
都
市
が
あ
る
が
、
今

後
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
都
市
を
訪

れ
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
く

予
定
だ
。

　

各
都
市
の
環
境
問
題
や
政
策
を

ひ
も
と
い
て
い
く
こ
と
で
、
日
本

が
環
境
モ
デ
ル
国
家
に
な
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
い
く
。

し
た
デ
ー
タ
管
理
を
も
と
に
し
た
取
り

組
み
へ
移
行
し
た
。

　

セ
ン
コ
ー
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
を
単
位
売
上
に
対
し
毎
年
１
％
削
減

す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
活
動
項
目
も

設
定
し
た
。
取
り
組
み
を
継
続
的
に
進

め
る
た
め
、
月
ご
と
に
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
全
社
情
報
シ
ス
テ
ム
上
で
管
理
共

有
す
る
体
制
も
つ
く
り
上
げ
た
。
デ
ー

タ
を
「
見
え
る
化
」
す
る
取
り
組
み
は
、

全
従
業
員
の
環
境
意
識
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
自
社
の
環
境
負
荷
を

　

貨
物
自
動
車
運
送
を
は
じ
め
鉄
道
利

用
運
送
、
海
上
運
送
事
業
な
ど
幅
広
い

物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
セ
ン
コ
ー

株
式
会
社
。

　

日
本
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排

出
量
の
う
ち
約
２
割
は
自
動
車
や
船
舶

な
ど
の
運
輸
部
門
が
占
め
て
い
る
。
そ

の
事
実
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
物
流
企

業
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
認
識

し
、
省
エ
ネ
や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
施
策
に

つ
い
て
早
く
か
ら
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。
環
境
計
画
の
中
期
経
営
基
本

計
画
で
あ
る「
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

と
し
て
、
独
自
の
「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、
３
年
間
ご

と
に
目
標
を
掲
げ
て
展
開
し
て
い
る
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

第
４
期
と
な
る
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
「
セ
ン
コ
ー
Ｅ
ｃ
ｏ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
２
０
１
２
」
で
は
、
名
称
に
〝
革
新

（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）〞
を
掲
げ
、
徹
底

把
握
し
、
目
標
達
成
に
向
け
た
対
策
検

討
に
も
役
立
つ
。
取
り
組
み
は
、車
両
・

船
舶
、
物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
物
流
サ

ー
ビ
ス
全
般
に
及
ん
だ
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

車
両
・
船
舶
輸
送
の
効
率
化
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
輸
送
手
段
を
、
よ

り
環
境
負
荷
の
少
な
い
方
法
に
切
り
替

え
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
推
進
し
て
い

る
。
セ
ン
コ
ー
の
提
案
す
る
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の
一
例
は
、
そ
れ
ま
で
10
㌧
車

中
心
だ
っ
た
輸
送
体
制
を
、
20
㌧
ト
レ

ー
ラ
ー
と
海
上
輸
送
を
組
み
合
わ
せ
た

エネルギー使用量年次１％削減
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
で
Ｃ
Ｏ
２

５
割
減

環境活動を推進する企業の物語

第3話　センコー 株式会社

方
法
。
こ
の
結
果
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が

前
年
比
47
・
３
％
減
に
な
っ
た
企
業
も

あ
る
。
提
案
の
際
に
は
在
庫
管
理
の
見

直
し
な
ど
も
含
め
た
総
合
的
な
計
画
を

策
定
し
た
。

　

ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
約
３
分

の
１
を
占
め
る
電
力
使
用
量
の
削
減
に

は
全
社
を
あ
げ
て
取
り
組
み
、
31
項
目

の
省
電
力
項
目
を
設
定
し
て
実
施
。
例

え
ば
、
入
出
庫
の
少
な
い
商
品
を
ま
と

め
て
配
置
し
「
照
明
の
い
ら
な
い
エ
リ

ア
」
を
設
け
た
り
、
ス
イ
ッ
チ
を
色
分

け
し
エ
リ
ア
ご
と
の
消
灯
を
容
易
に
す

る
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
た

活
動
を
行
う
。

　

そ
の
結
果
、
２
０
１
１

年
７
〜
９
月
は
、
前
年
同

期
比
15
％
減
の
目
標
に
対
し
、
17
・
２

％
減
。モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
や
電
気
の「
見

え
る
化
」
を
は
じ
め
と
す
る
継
続
的
な

デ
ー
タ
集
計
・
管
理
や
、
効
果
算
定
な

ど
が
評
価
さ
れ
、「
セ
ン
コ
ー
Ｅ
ｃ
ｏ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
２
」
の
取
り

組
み
は
「
第
12
回
物
流
環
境
大
賞
」
を

受
賞
し
た
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

現
在
、
セ
ン
コ
ー
は
物
流
セ
ン
タ
ー

の
集
約
化
、
大
型
化
を
進
め
て
い
る
。

全
体
輸
送
距
離
を
短
縮
し
輸
送
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
挑
む
。
ま
た
太
陽
光
発
電

の
導
入
や
事
業
所
周
辺
の
緑
化
な
ど
の

環
境
整
備
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

従
業
員
各
自
が
「
年
次
１
％
削
減
」
に

向
け
た
省
エ
ネ
活
動
を
続
け
ら
れ
る
物

流
拠
点
を
今
後
も
目
指
し
て
い
く
。

センコーが提案したモーダルシフトの例

手にとるように環境問題がわかる本
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 環境・エネルギー部 監修／オフィステクスト 著

　

茨
城
県
南
部
に
位
置
し
、
人
口

約
22
万
人
が
暮
ら
す
つ
く
ば
市
。

人
口
の
約
３
・
５
％
が
外
国
籍
の

住
民
で
、
国
際
都
市
と
し
て
も
名

高
い
。
１
９
６
０
年
以
降
、
国
策

に
よ
り
筑
波
山
麓
の
農
村
部
に

「
筑
波
研
究
学
園
都
市
」
の
建
設

が
進
め
ら
れ
、
最
先
端
の
技
術
・

知
識
が
日
本
中
か
ら
集
約
さ
れ

た
。
１
９
８
５
年
に
は
、
国
際
科

学
技
術
博
覧
会
（
つ
く
ば
万
博
）

が
開
催
。
そ
の
名
は
世
界
へ
と
広

が
り
、
日
本
を
代
表
す
る
学
術
都

市
と
な
っ
た
。
１
９
８
７
年
、
い

く
つ
か
の
自
治
体
が
合
併
し
「
つ

く
ば
市
」
と
な
り
、
そ
の
後
の
編

入
な
ど
を
経
て
、
２
０
０
２
年
に

現
在
の
市
域
と
な
っ
た
。
現
在
で

は
、
日
本
の
約
３
分
の
１
の
公
的

研
究
機
関
を
は
じ
め
、
民
間
の
研

　

実
験
特
区
に
認
定
さ
れ
る
に

は
、
幅
員
３
㍍
以
上
の
歩
道
や
自

転
車
通
行
可
の
歩
道
を
有
す
る
こ

と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ

る
。
た
だ
し
実
験
特
区
に
認
定
さ

れ
て
も
、
自
由
に
乗
れ
る
わ
け
で

▼セグウェイを使った市内パトロール。

は
な
い
。
モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ
ボ
ッ
ト

は
法
律
上
「
小
型
特
殊
自
動
車
」

「
原
動
機
付
き
自
転
車
」
の
２
種

類
に
分
類
さ
れ
、
運
転
免
許
が
必

要
だ
。
ま
た
、
場
所
や
時
間
、
搭

乗
者
な
ど
の
制
約
も
あ
り
、
通
行

に
は
所
轄
の
警
察
署
長
の
許
可
も

必
要
と
な
る
。

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

に
は
、
複
数
の
企
業
や
研
究
機
関

が
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
代
名

詞
と
も
な
っ
て
い
る
の
が
「
Ｓ
ｅ

ｇ
ｗ
ａ
ｙ
（
セ
グ
ウ
ェ
イ
）」。
セ

グ
ウ
ェ
イ
は
、
ア
メ
リ
カ
・
セ
グ

ウ
ェ
イ
社
が
開
発
し
た
モ
ビ
リ
テ

ィ
ロ
ボ
ッ
ト
。
一
人
乗
り
で
基
本

ロボットが集う 最先端都市

茨
城
県
つ
く
ば
市

実
験
特
区
を
示
す
看
板
。
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環境モデル都市

環境モデル都市
二酸化炭素排出を抑えた「低炭素社
会」の実現に向けて、温室効果ガス
の大幅削減などへの取り組みを行う
モデル都市。2013 年 3月に新た
に 7都市が加わり、現在 20の自
治体が政府より選定されている。

Environmental Information

ニッポン 環境都市探訪
http://econews.jp/city/

環
境
先
進
都
市
を
全
国
取
材

「ニッポン 環
境都市探訪」
のトップペー
ジ。都市名や
エリアインデ
ックスをクリ
ックして、該
当の都市情報
を閲覧する。

究
機
関
、
企
業
な
ど
が
多
数
集
ま

る
。
２
０
１
１
年
に
は
、
つ
く
ば

国
際
戦
略
総
合
特
区
に
も
指
定
さ

れ
、
国
際
研
究
開
発
拠
点
と
し
て

成
長
を
続
け
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
３
月
、「
つ
く
ば

モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ
ボ
ッ
ト
実
験
特

区
」
と
し
て
国
に
認
定
さ
れ
、
日

本
で
初
め
て
特
区
エ
リ
ア
内
で
の

搭
乗
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ
ボ
ッ
ト
の

公
道
走
行
実
験
が
可
能
と
な
っ

た
。
環
境
負
荷
が
少
な
く
、
安
全

に
移
動
で
き
る
交
通
手
段
を
つ
く

り
出
す
取
り
組
み
だ
。

ウェブサイト
連動企画

つ
く
ば
市
の
そ
の
他
取
り
組
み
も
掲
載

的
に
ア
ク
セ
ル
は
な
い
。
操
作
は

す
べ
て
人
の
重
心
移
動
に
よ
っ
て

行
う
。
乗
る
と
き
は
ま
ず
重
心
を

地
面
と
平
行
に
置
き
、
安
定
さ
せ

る
。
そ
の
静
止
し
た
状
態
か
ら
発

進
。
目
線
を
前
に
向
け
、
行
き
た

い
方
向
に
体
の
重
心
を
ゆ
だ
ね

る
。
す
る
と
、
音
も
な
く
ゆ
っ
く

り
と
進
み
出
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
る
に
は
進
行
方
向
に
さ
ら
に
重

心
を
か
け
る
だ
け
だ
。
左
右
へ
曲

が
る
に
は
重
心
と
ハ
ン
ド
ル
の
向

き
を
曲
が
り
た
い
方
向
へ
。再
び
、

地
面
と
平
行
の
姿
勢
を
取
る
と
、

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
。
運
転
に
は

少
々
の
コ
ツ
が
必
要
だ
が
、
慣
れ

れ
ば
と
て
も
快
適
な
乗
り
物
だ
。

運
転
時
の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）

の
排
出
は
な
く
、
環
境
に
や
さ
し

く
、
安
心
、
安
全
な
移
動
手
段
に

な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
主
に
、
市
職
員
が
徒
歩

の
パ
ト
ロ
ー
ル
代
わ
り
に
セ
グ
ウ

ェ
イ
を
利
用
し
て
い
る
。
視
線
が

高
く
な
り
、
注
目
度
も
上
が
る
の

で
一
層
の
防
犯
効
果
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
会
話
の
き
っ
か
け
づ
く

り
に
も
役
立
ち
、
地
域
住
民
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
め
ら

れ
る
。

　

一
般
の
人
が
セ
グ
ウ
ェ
イ
で
公

道
を
走
る
に
は
、
市
主
催
の
観

光
・
シ
テ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る

方
法
が
あ
る
。
だ
が
定
員
６
名
に

対
し
、
応
募
は
数
百
人
と
い
う
現

状
。
ま
だ
気
軽
に
乗
れ
る
環
境
に

は
な
い
。

　

今
後
は
規
制
緩
和
を
進
め
、「
公

道
実
験
特
区
」
か
ら
「
公
道
利
用

特
区
」
へ
の
移
行
を
目
指
す
。
つ

く
ば
市
内
の
ど
こ
で
も
自
由
に
、

一
般
の
人
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ
ボ
ッ

ト
に
搭
乗
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
つ
く
ば
市
の
街
づ
く
り
は
、

日
本
全
国
に
安
全
で
環
境
負
荷
が

少
な
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ
ボ
ッ
ト
の

特
区
が
誕
生
す
る
と
き
、
そ
の
先

駆
け
の
モ
デ
ル
と
な
る
だ
ろ
う
。

富山県富山市
の紹介ペー
ジ。富山市は
本紙前号の
「環境モデル
都市探訪」で
掲載された。
記事で紹介し
きれなかった
詳細な情報が
確認できる。

report─ on the Eco Spot

単位売上
当たり

陸送
10t 車

CO2 排出量 47.3% 削減

＜出発地＞
福岡県久留米市

＜到着地＞
埼玉県戸田市

20tトレーラー

20tトレーラー

モーダルシフト

博多港

東京港

陸送
陸送

海上輸送

http://econews.jp/newspaper/story/
http://econews.jp/city/kanto/tsukuba.html
http://econews.jp/newspaper/books/
http://n-techno-online.com/
http://n-techno-online.com/
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日本テクノ 拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
13 - 

22

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
黒
金
町
11 -

７

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
中
区
銀
山
町
４ - 

17

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
１ -

２ -

５

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
西
千
石
町
１ - 

32

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２

名前とメール
アドレスを登録

メールで IDと
パスワードが届く

Techno View日 本 テ クノ 社 内 情 報

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
c 

／ 

Ｑ
２
：
d 

／ 

Ｑ
３
：
b 

秋までに５つの出展を計画松本・長崎・島根・立川・和歌山の５拠点を新設、札幌は移転

【ダイジェスト版】

でんでん

みと情
報

（2013年 4月10日発行第54号より）

　

吾
輩
は
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
が

飼
う
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。
最
近
は

親
方
た
ち
の
激
烈
な
る
話
し
声
（
尋
常
な
ら

ざ
る
音
量
！
）
が
飛
び
交
う
中
で
も
、
眠
れ

る
体
質
に
変
化
し
て
い
る
よ
う
だ
。
今
、
目

を
覚
ま
し
た
と
こ
ろ
、
先
ほ
ど
ま
で
騒
が
し

か
っ
た
親
方
た
ち
の
姿
が
な
い
。
吾
輩
の
睡

眠
中
、
皆
帰
宅
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

だ
が
待
て
。
い
つ
も
帰
り
際
に
置
い
て
い

く
吾
輩
の
食
事
が
な
い
で
は
な
い
か
。
に
ゃ

あ
、
と
呼
び
掛
け
た
が
誰
も
答
え
な
い
。

　

そ
の
と
き
、
親
方
の
一
人
が
鼻
歌
と
と
も

に
帰
っ
て
き
た
。
ほ
ろ
酔
い
加
減
で
あ
る
。

　
「
あ
れ
？　

み
ん
な
も
う
帰
っ
た
か
。
い

や
い
や
、
で
ん
で
ん
君
が
居
た
か
！　

今
日

は
東
京
駅
近
く
に
で
き
た
ば
か
り
の
Ｊ
Ｐ
タ

ワ
ー
に
行
っ
た
の
だ
よ
。
帰
り
の
電
車
で
飲

ん
だ
ビ
ー
ル
も
う
ま
か
っ
た
ぞ
」

　
「
に
ゃ
に
ゃ
あ
ー
（
食
事
が
欲
し
い
）」

　
「
ほ
ー
ほ
ー
そ
う
か
。
話
を
聞
き
た
い
か
。

そ
れ
じ
ゃ
教
え
て
進
ぜ
よ
う
。
東
京
・
丸
の

内
の
新
名
所
と
し
て
こ
の
３
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
高
さ
約
２
０
０
㍍
の
超
高
層
ビ
ル
だ
。

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
と

共
同
で
建
て
た
。
旧
東
京
中
央
郵
便
局
の
局

舎
を
部
分
的
に
残
し
な
が
ら
、
そ
の
上
に
近

代
的
な
ビ
ル
を
積
み
上
げ
た
ん
だ
。
地
下
１

階
か
ら
地
上
６
階
ま
で
の
フ
ロ
ア
に
は
１
０

０
店
舗
近
く
出
店
す
る
『
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
（
キ

ッ
テ
）』
と
い
う
大
商
業
施
設
も
あ
る
ん
だ
」

　
「
ん
ぁ
に
ゃ
ー
（
違
う
。
食
事
だ
）」

　
「
う
ん
、
う
ん
。
東
京
は
活
気
が
あ
る
ぞ
。

な
に
せ
開
館
か
ら
た
っ
た
12
日
で
来
館
者
が

１
０
０
万
人
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
水
戸
市
の

人
口
は
27
万
人
ほ
ど
だ
か
ら
、
そ
の
約
４
倍

の
人
が
詰
め
か
け
た
こ
と
に
な
る
」

　

こ
の
あ
と
例
の
ご
と
く
延
々
２
時
間
ほ
ど

独
演
会
が
続
き
、
親
方
は
上
機
嫌
の
ま
ま
帰

宅
し
た
。
吾
輩
は
最
近
太
り
気
味
で
あ
る
。

一
食
抜
く
の
も
悪
く
な
い
。

12
日
間
で
水
戸
市
の
人
口
の

約
４
倍
が
詰
め
か
け
た
施
設

日本テクノ協力会・日電協は、全国36拠点のグループで活動中。その１つ水戸グループでは猫の語り口が特徴のオリジナル情報誌『でんでん・みと情報』を継続的に発行

日
電
協
の
活
動
報
告
と
会
員
の
募
集
を
行
う
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.8
1
2
4
9
9
.jp/job/

）。
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
で
紹
介
し
た
『
で
ん
で
ん
・
み
と
情
報
』
の
全
文
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

A c t i v e  L i f e

日 電 協

●日電協に入会してよかった点は？
技術的にわからないことがあると、すぐに相
談できる体制が整っているのがありがたい。
この仕事は、どうしても自分で判断すること
が多く、自己流になりがちです。それが協力
会員同士で、クレームや事故事例などを共有
できる場があり、そこで自己流の間違った部
分を改善できる。何より、そうした集まりの
あと、仲間の会員同士で一杯やるのが楽しみ
なんです。

札幌グループ
2010年 10月入会 松尾眞さん

　

２
０
１
３
年
３
月
、「
日
本
テ
ク

ノ
・
メ
ン
バ
ー
ズ
サ
イ
ト
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
効
率
的
な
電
気
の
使
い

方
や
電
気
料
金
の
削
減
方
法
は
業
種

や
地
域
ご
と
に
異
な
る
。
全
国
で
省

エ
ネ
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
日

本
テ
ク
ノ
で
は
、
そ
れ
ら
の
省
エ
ネ

情
報
が
多
数
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
今

回
の
サ
イ
ト
は
、
そ
う
し
た
有
用
な

情
報
を
、
無
料
の
会
員
登
録
を
し
た

ユ
ー
ザ
ー
に
わ
か
り
や
す
く
提
供
す

る
の
が
目
的
。

　

よ
っ
て
複
数
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

う
ち
メ
イ
ン
と
な
る
の
が
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

導
入
事
例
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
だ
。

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
事
例
は
、
す
で
に
１

０
０
社
以
上
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
継
続
的
に
追
加
さ
れ

る
。
こ
の
導
入
事
例
は
、
工
場
や
飲

食
、
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ

ー
や
、
地
域
別
に
整
理
さ
れ
、
見
た

い
情
報
を
容
易
に
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
導
入
事
例
の
中
に
は
環
境

情
報
番
組
「
省
エ
ネ
の
達
人
『
企
業

編
』」
に
出
演
し
た
企
業
も
あ
り
、

サ
イ
ト
間
の
連
動
に
よ
っ
て
、
番
組

動
画
も
一
緒
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
可

能
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
が
取
り
組

ん
だ
省
エ
ネ
方
法
を
楽
し
み
な
が
ら

深
く
学
べ
る
だ
ろ
う
。

　

メ
ン
バ
ー
ズ
サ
イ
ト
限
定
の
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
、
日
本
テ
ク
ノ
イ
メ

オープン
電
気
代
削
減
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

会
員
限
定
で
公
開メンバーズサイト閲覧方法

①日本テクノのホームページより、メンバーズ
サイト「新規登録」をクリック。

②名前（もしくはニックネーム）とメールアド
レスを登録。
③登録したメールアドレスへ届くIDとパスワー
ドで、メンバーズサイトへログイン。

　

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
も
、
日
本
テ
ク
ノ
の

新
規
出
店
は
続
い
た
。
５
拠
点

を
新
規
開
店
、
同
時
期
に
１
つ

の
営
業
所
を
移
転
し
た
。

　

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の

は
、
中
部
地
方
の
松
本
営
業
所

と
九
州
地
方
の
長
崎
営
業
所
。

松
本
は
長
野
営
業
所
に
続
く
県

２
つ
。
滋
賀
の
「
び
わ
湖
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
１
３
」

と
新
潟
の
「
新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
メ
ッ
セ
２
０
１
３
」。

　

い
ず
れ
の
ブ
ー
ス
で
も
親
し

み
や
す
く
活
気
あ
ふ
れ
る
ス
タ

ッ
フ
が
来
場
者
を
温
か
く
迎
え

て
く
れ
る
。

内
２
店
目
。
長
崎
は
、
県
内
初

の
営
業
所
。

　

５
月
の
オ
ー
プ
ン
は
中
国
地

方
の
島
根
営
業
所
と
近
畿
地
方

の
和
歌
山
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
。
島
根
は
営
業
所
と
し
て
県

内
初
出
店
。
６
月
は
関
東
地
方

の
立
川
営
業
所
。
東
京
都
の
多

摩
地
域
を
担
当
す
る
。

　

ま
た
人
員
増
に
伴
う
ス
ペ
ー

ス
確
保
な
ど
の
た
め
、
札
幌
営

業
所
が
４
月
に
移
転
。
札
幌
駅

に
直
結
す
る
駅
ビ
ル
「
Ｊ
Ｒ
タ

ワ
ー
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ザ
さ
っ
ぽ

ろ
」
の
20
階
に
店
を
構
え
た
。

　

新
設
と
移
転
、
６
つ
の
拠
点

が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
オ
フ
ィ

ス
で
営
業
を
開
始
し
た
。

展
示
会

日程：10月24日（木）・25日（金）
会場：新潟市産業振興センター
主催：新潟国際ビジネスメッセ実行委員会

新潟国際ビジネスメッセ2013

日程：7月11日（木）・12日（金）
会場：秋葉原UDX２階
主催：株式会社モトヤ東京本社

モトヤコラボレーションフェア東京2013

日程：7月23日（火）・24日（水）
会場：東京ビッグサイト
主催：株式会社高齢者住宅新聞社

高齢者住宅フェア2013

日程：7月10日（水）・11日（木）
会場：福岡国際センター
主催：一般社団法人日本経営協会ほか

九州エコフェア2013

びわ湖環境ビジネスメッセ2013

日程：10月24日（木）～26日（土）
会場：滋賀県立長浜ドーム
主催：びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員会

 松本営業所
長野県松本市深志2-5-2 県信松本深志ビル4階
TEL 0263-31-8230/FAX 0263-31-8231
出店日：2013年 4月30日（火）

 長崎営業所
長崎県長崎市桜町5-3 大同生命長崎ビル2階
TEL 095-811-6001/FAX 095-811-6002
出店日：2013年 4月30日（火）

 島根営業所
島根県松江市御手船場町553-6 松江駅前エストビル 3階
TEL 0852-59-9620/FAX 0852-59-9621
出店日：2013年 5月27日（月）

 立川営業所
東京都立川市曙町2-35-2 A-ONEビル10階
TEL 042-548-1281/FAX 042-548-1282
出店日：2013年 6月3日（月）

 和歌山サービスセンター
和歌山県和歌山市美園町3-4-1 グランメール美園802号室
TEL 073-421-3230/FAX 073-421-3231
出店日：2013年 5月27日（月）

 札幌営業所
北海道札幌市中央区北５条西２-５ JRタワーオフィスプラザさっぽろ20階
TEL 011-223-0361/FAX 011-223-0363
移転日：2013年 4月22日（月）

新
設
の
立
川
営
業
所
が
入
居
し

た
Ａ‐Ｏ
Ｎ
Ｅ
ビ
ル
。

札
幌
営
業
所
が
移
転
し
た
Ｊ
Ｒ
タ

ワ
ー
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ザ
さ
っ
ぽ
ろ
。

出店・移転

　

日
本
テ
ク
ノ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
河
村
隆

一
さ
ん
が
、
環
境
情
報
番
組
「
省
エ

ネ
の
達
人
『
企
業
編
』」
に
楽
曲
を

提
供
し
た
。
曲
名
は
「
ｔ
ｈ
ｅ 

ｅ

ａ
ｒ
ｔ
ｈ
〜
未
来
の
風
〜
」。
２
０

１
３
年
５
月
１
日
の
放
送
回
か
ら
テ

ー
マ
ソ
ン
グ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。
同
番
組
は
、
放
送
開
始
か
ら
４

年
目
に
突
入
し
た
。

　

環
境
活
動
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る

河
村
さ
ん
は
、
企
業
が
推
進
す
る
省

エ
ネ
活
動
に
共
感
。
い
つ
ま
で
も
変

わ
ら
ぬ
自
然
を
案
じ
な
が
ら
歌
詞
を

つ
づ
り
、
こ
の
た
び
楽
曲
が
提
供
さ

れ
た
。
先
日
発
売
の
シ
ン
グ
ル
「
七

色
」
に
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
し
て
収
録

さ
れ
て
い
る
。

【
同
曲
収
録
の
Ｃ
Ｄ
を
読
者
プ
レ
ゼ

ン
ト
。応
募
の
詳
細
は
８
面
に
掲
載
】

2013年 5月２９日に発売した河村隆一さんのシ
ングル「七色」の宣伝用チラシ。「the earth ～
未来の風～」がカップリングされている。
AVCD-48414/B【CD+DVD】1,890円（税込）
AVCD-48415【CD】1,260円（税込）

サイトでは会員の生の声も紹介。例えば

　

２
０
１
３
年
４
月
２
日
、

茨
城
県
東
茨
城
郡
に
建
設
さ

れ
た
「
い
ば
ら
き
太
陽
光
発

電
所
」
の
完
成
式
典
が
行
わ

れ
た
。
こ
こ
は
日
本
テ
ク
ノ

１
０
０
％
出
資
の
子
会
社
・

日
本
テ
ク
ノ
パ
ワ
ー
株
式
会

社
（
本
社
・
東
京
都
新
宿
区
、

代
表
取
締
役
・
大
石
秀
也
）

が
運
営
す
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
。
敷
地
面
積
２
万
９

１
２
６
平
方
㍍
、
設
備
容
量

約
２
メ
ガ
㍗
、
年
間
発
電
量

は
２
３
５
０
メ
ガ
㍗
時
（
標

準
家
庭
の
６
５
２
世
帯
分
）

を
見
込
む
。
５
月
18
日
か
ら

発
電
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

式
典
に
は
、
馬
本
英
一
社

長
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
テ

ク
ノ
の
役
員
・
社
員
、
日
本

テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
の

技
術
者
、
施
工
を
行
っ
た
三

井
住
友
建
設
の
関
係
者
な
ど

２
２
０
名
以
上
が
参
加
し

た
。
多
く
の
参
加
者
を
前
に

し
た
あ
い
さ
つ
で
、
馬
本
社

長
は
感
謝
の
意
を
伝
え
「
太

陽
の
恩
恵
を
受
け
て
、
新
し

い
発
電
所
が
誕
生
し
ま
し

た
」
と
語
っ
た
。
三
井
住
友

建
設
取
締
役
専
務
執
行
役

員
・
新
井
英
雄
氏
も
祝
辞
を

述
べ
た
。

　

式
典
会
場
と
は
別
に
設
け

ら
れ
た
見
学
用
の
高
架
台
に

も
参
加
者
の
多
く
が
足
を
運

び
、
１
万
３
３
２
０
枚
の
パ

ネ
ル
が
並
ぶ
太
陽
光
発
電
所

の
威
風
堂
々
の
情
景
に
感
嘆

の
声
を
あ
げ
て
い
た
。

　

今
後
も
日
本
テ
ク
ノ
は
環

境
保
全
に
役
立
つ
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
完
成

省
エ
ネ
の
達
人
「
企
業
編
」

言
葉
に
出
来
な
い 

想
い
が
あ
る
な
ら 

聞
か
せ
て
…
…

僕
は
諦
め
た
り 

決
し
て
し
な
い
…
…

生
ま
れ
た 

優
し
さ 

は
な
さ
ぬ
様
に 

人
は 

夢
を
紡
い
だ

誰
か
の
為
に 

守
り
た
い
も
の
が
あ
る

未
来
の
風
に
夢
が 

そ
う
色
づ
く
か
ら 

鮮
や
か
に

君
と
共
に
あ
ろ
う 

ど
ん
な 

時ト

代キ

が
き
て
も

君
が
青
空
を 

見
上
げ
る
時
に
は 

側
に
い
さ
せ
て

心
に
秘
め
て
る 

願
い
が
あ
る
な
ら 

こ
の
夜
に
…
…

僕
だ
け
に
そ
っ
と 

聞
か
せ
て
欲
し
い
…
…

繋
い
だ 

手
と
手
を 

は
な
さ
ぬ
様
に 

人
は 

時
を
紡
い
だ

誰
か
の
為
に 

咲
か
せ
た
い
花
が
あ
る

未
来
の
風
に
時ト

代キ

が 

そ
う
咲
き
み
だ
れ
る 

鮮
や
か
に

君
と
共
に
あ
ろ
う 

ど
ん
な 

時ト

代キ

が
き
て
も

君
が
青
空
を 

見
上
げ
る
時
に
は 

側
に
い
さ
せ
て

君
と
共
に
あ
ろ
う 

ど
ん
な 

時ト

代キ

が
き
て
も

君
の
弱
さ
が 

深
ま
る
時
ほ
ど 

側
に
い
さ
せ
て

the earth ～未来の風～
作詞 /作曲 : 河村 隆一　編曲 : 葉山 拓亮

楽 曲 提 供

多数の関係者が集まった完成式典。

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
河
村
隆
一
さ

ん
が
出
演
す
る
動
画
も
あ
る
。「
省

エ
ネ
の
達
人
『
企
業
編
』」
を
特
別

編
集
し
た
も
の
だ
。
河
村
さ
ん
の
穏

や
か
な
語
り
口
が
、
番
組
を
よ
り
親

し
み
や
す
い
内
容
に
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、

企
業
の
電
気

料
金
削
減
を

テ
ー
マ
に
し

た
日
本
テ
ク

ノ
の
講
演
も

動
画
で
掲
載
。
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
展

示
会
で
開
い
た
講
演
を
ま
と
め
た
も

の
だ
。
さ
ら
に
本
紙
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
も
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
連
載
や
気
に
掛

け
て
い
た
記
事
を
読
み
直
す
と
き
に

利
用
で
き
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、こ
れ
か
ら
も
、

省
エ
ネ
活
動
に
役
立
つ
新
し
い
コ
ン

テ
ン
ツ
を
続
々
と
追
加
し
て
い
く
予

定
だ
。

ここを
クリック

届いた IDとパ
スワードをログ
イン画面に入
力。このサイト
が表示される。

ウェブ展開

　

日
本
テ
ク
ノ
は
、
２
０
１
３

年
秋
ま
で
に
５
つ
の
展
示
会
へ

出
展
を
予
定
し
て
い
る
。

　

７
月
開
催
は
３
つ
。
福
岡
で

開
か
れ
る
「
九
州
エ
コ
フ
ェ
ア

２
０
１
３
」、東
京
開
催
の
「
モ

ト
ヤ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ

ア
東
京
２
０
１
３
」
と
「
高
齢

者
住
宅
フ
ェ
ア
２
０
１
３
」。

　

続
く
10
月
の
開
催
は
、
次
の

メンバーズサイト

220人以上が祝福に訪れた完成式典

http://www.n-techno.org/
http://www.n-techno.co.jp/news/events/index.html
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
http://cubicle-hoan.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140528.html
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東京・代官山 ◎ シルクーロ代官山

　

東
急
東
横
線
の
代
官
山
駅
か

ら
徒
歩
約
５
分
の
場
所
に
あ
る

６
階
建
て
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

「
シ
ル
ク
ー
ロ
代
官
山
」。
カ
フ

ェ
や
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
雑
貨
店
、
美
容
室
な
ど
人

気
の
店
舗
が
セ
ン
ス
を
競
う
洗

練
さ
れ
た
街
並
み
。同
ビ
ル
も
、

街
の
景
色
に
相
応
し
い
曲
線
を

ま
と
っ
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

い
で
た
ち
だ
。
そ
の
粋
な
感
覚

を
裏
づ
け
る
よ
う
に
「
テ
ナ
ン

ト
さ
ん
も
、
一
度
入
居
す
る
と

か
な
り
の
長
期
間
い
て
く
だ
さ

る
ん
で
す
」
と
オ
ー
ナ
ー
の
鈴

木
冨
士
雄
さ
ん
は
話
す
。

　

１
９
９
３
年
の
竣
工
当
時
か

ら
10
年
ほ
ど
は
、
別
の
技
術
者

に
電
気
の
保
安
管
理
を
依
頼
し

て
い
た
。
そ
の
後
、
日
本
テ
ク

ノ
の
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
え
、

２
０
１
２
年
８
月
、
契
約
更
新

を
機
に
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
導
入

し
た
。

　
「
ち
ょ
う
ど
子
メ
ー
タ
ー
の

有
効
期
限
が
き
て
い
た
の
で
、

そ
れ
を
最
新
機
種
に
交
換
で
き

る
の
も
魅
力
で
し
た
」
と
鈴
木

さ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も

関
心
を
引
い
た
の
は
、
電
気
料

金
の
請
求
管
理
が
不
要
に
な
る

こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
は
、
テ
ナ
ン

ト
の
使
用
し
た
電
気
の
料
金
計

入金管理など煩雑な事務作業がゼロに
立て替え費用の工面がなくなり資金繰りもスムーズに

日本テクノ協力会・日電協 高崎グループ ◎ 堀口昭信さん

静岡県沼津市 ◎ 雄大 株式会社

経
営
す
る
Ｋ
Ｅ
・
Ｏ
Ｓ
マ
シ
ナ

リ
ー 

株
式
会
社
に
協
力
を
要

請
。
本
社
の
屋
根
を
借
り
て
太

陽
光
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
。

　
「
屋
根
貸
し
」
は
発
電
事
業

者
が
他
者
の
屋
根
を
借
り
て
パ

ネ
ル
を
設
置
し
、
売
電
収
入
を

得
る
代
わ
り
に
、
建
物
所
有
者

へ
賃
料
を
払
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
の
た
め
、
複
数
の
自
治
体
が

推
奨
す
る
モ
デ
ル
だ
。
発
電
事

業
者
は
売
電
収
入
の
ほ
か
に
導

入
費
用
の
全
額
即
時
償
却
な
ど

税
制
優
遇
も
受
け
ら
れ
る
。
今

回
の
事
業
で
は
導
入
費
用
を
７

年
で
回
収
で
き
る
見
込
み
だ
。

　

導
入
計
画
策
定
か
ら
開
通
ま

で
３
カ
月
と
、
タ
イ
ト
な
日
程

だ
っ
た
今
回
の
事
業
。
そ
れ
で

も
パ
ネ
ル
調
達
や
接
続
協
議
な

ど
、
特
に
問
題
な
く
円
滑
に
進

ん
だ
。
日
本
テ
ク
ノ
担
当
者
は

そ
の
理
由
を
「
発
電
事
業
者
と

屋
根
の
貸
し
主
か
ら
多
く
の
協

力
が
得
ら
れ
た
か
ら
」と
話
す
。

屋
根
貸
し
は
２
つ
の
企
業
、
多

く
の
人
が
か
か
わ
る
た
め
調
整

が
非
常
に
難
し
い
。
土
屋
さ
ん

も
「
熱
心
に
動
い
て
く
れ
た
か

ら
、
信
頼
し
て
任
せ
ら
れ
た
。

納
期
に
も
間
に
合
い
、
よ
か
っ

た
」
と
日
本
テ
ク
ノ
の
仕
事
ぶ

り
に
満
足
す
る
。

　

太
陽
光
発
電
事
業
を
始
め
た

土
屋
さ
ん
の
主
眼
は
、
環
境
意

識
の
向
上
を
目
指
す
社
員
教
育

や
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
だ
っ

た
。
そ
れ
は
図
ら
ず
も
社
会
的

信
用
力
の
向
上
や
経
済
的
メ
リ

ッ
ト
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

静
岡
県
沼
津
市
を
中
心
に
グ

ル
メ
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
複
合

型
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
事

業
を
展
開
す
る
雄
大 

株
式
会

社
。
代
表
取
締
役
社
長
・
土
屋

雄
二
郎
さ
ん
の
ポ
リ
シ
ー
は
、

常
に
時
代
を
先
取
り
し
、
挑
戦

し
続
け
る
こ
と
。
そ
の
企
業
が

２
０
１
３
年
３
月
、
太
陽
光
発

電
事
業
を
開
始
し
た
。

　
「
こ
れ
も
新
し
い
挑
戦
の
一

つ
。
し
か
し
、
私
の
中
で
は
経

済
的
メ
リ
ッ
ト
よ
り
、
社
員
の

環
境
保
全
や
省
エ
ネ
へ
の
意
識

を
高
め
る
役
割
の
ほ
う
が
大
き

い
。
こ
の
事
業
活
動
で
電
力
や

環
境
に
つ
い
て
の
経
験
や
知
識

が
習
得
で
き
、
こ
れ
を
自
分
の

言
葉
で
家
族
や
周
囲
に
発
言
す

る
こ
と
で
、
環
境
活
動
は
広
ま

っ
て
い
く
。
ま
た
話
す
こ
と
で

自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と

土
屋
さ
ん
は
語
る
。

　

今
回
の
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
は

48
・
75
㌔
㍗
の
容
量
で
、
想
定

発
電
量
は
年
間
約
４
万
８
０
０

０
㌔
㍗
時
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

は
１
９
５
枚
で
、
約
５
０
０
平

方
㍍
の
屋
根
が
必
要
だ
っ
た
。

同
社
は
複
数
の
店
舗
を
所
有
し

て
い
る
が
、
十
分
な
広
さ
の
屋

根
を
持
つ
店
は
な
い
。
そ
こ
で

土
屋
さ
ん
は
静
岡
市
で
友
人
が

雄大 株式会社が発電事業者となり、KE・OSマシナリー 株式会
社の屋根を借りて設置した太陽光パネル。容量は48.75kWで
ソーラーパネルは195枚。パネルの向こうに富士山頂が見える。

代表取締役社長の土屋雄二郎さん

鈴木冨士雄さん

算
や
収
納
業
務
な
ど
を
代
行
し

て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
。
こ
れ
ま

で
は
管
理
会
社
に
委
託
し
て
、

テ
ナ
ン
ト
の
子
メ
ー
タ
ー
検
針

か
ら
料
金
の
算
出
、
請
求
書
の

発
送
ま
で
を
毎
月
や
っ
て
も
ら

っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
入
金

先
は
オ
ー
ナ
ー
側
の
口
座
に
な

る
の
で
、
金
額
の
確
認
は
怠
れ

な
い
。
特
に
家
賃
や
水
道
代
な

ど
と
一
緒
に
振
り
込
ま
れ
る
場

合
は
照
合
す
る
書
類
が
複
数
に

な
り
、
事
務
作
業
も
か
な
り
煩

雑
に
な
る
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
そ
う
し
た
作

業
が
な
く
な
っ
た
の
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
。
そ
れ
に
以

前
は
、
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
か
ら
の

入
金
よ
り
も
前
に
、
ビ
ル
全
体

の
電
気
代
を
一
括
で
電
力
会
社

に
払
わ
な
い
と
い
け
な
か
っ

た
。
そ
の
時
間
差
を
埋
め
る
た

め
の
立
て
替
え
費
用
の
工
面
も

大
変
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
、

そ
ん
な
心
配
も
な
く
な
り
、
本

当
に
楽
に
な
り
ま
し
た
」
と
満

足
げ
に
語
っ
た
。

業
員
か
ら
「
暑
く
て
作
業

に
支
障
が
出
る
」
と
の
不

満
の
声
が
あ
が
っ
た
。
そ

の
対
策
と
し
て
柱
や
壁
に

据
え
付
け
型
の
扇
風
機
を

設
置
し
た
。
す
る
と
、
設

定
温
度
を
高
く
し
て
も
、

空
調
か
ら
の
冷
気
が
拡
散

さ
れ
、
工
場
内
は
涼
し
く

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
を
き
か
っ
け
に

各
人
に
扇
風
機
の
支
給
を

認
め
、
空
調
の
負
荷
は
減

ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

実
際
、
番
組
内
で
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
27
・
６
℃

の
室
温
が
、
扇
風
機
を
す

べ
て
止
め
る
と
28
・
２
℃

に
ま
で
上
昇
し
た
。
風
を

受
け
体
感
的
に
温
度
が
下

が
る
だ
け
で
な
く
、
室
温

そ
の
も
の
が
下
が
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

「山本パッケージ 株式会社」
いつでもどこでも涼しく快適『自分専用扇風機』が大活躍

【第 112回】2012 年 8月22日放送分
　

約
４
０
０
坪
の
工
場
の

あ
ち
こ
ち
に
家
庭
用
扇
風

機
を
置
く
、
兵
庫
県
姫
路

市
の
山
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ 

株
式
会
社
。
希
望
す
る
従

業
員
に
は
、
個
人
で
使
え

る
家
庭
用
扇
風
機
を
支
給

し
、
各
人
の
作
業
場
所
へ

持
ち
運
べ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

以
前
、
省
エ
ネ
を
進
め

よ
う
と
、
空
調
の
設
定
温

度
を
上
げ
た
と
こ
ろ
、
従

工場でも家庭用扇風機

る
。
約
１
０
０
０
台
の
パ

チ
ン
コ
・
ス
ロ
ッ
ト
台
が

あ
る
広
い
店
内
の
各
所
に

室
温
計
を
設
置
し
た
の
は

そ
の
た
め
だ
。
番
組
内
で

30
個
の
温
度
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
平
均
は
27
・
６
℃

だ
っ
た
。

　

フ
ロ
ア
に
い
る
ス
タ
ッ

フ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

に
あ
る
温
度
計
を
随
時
確

認
。
少
し
で
も
温
度
の
変

化
を
感
じ
れ
ば
、
数
値
を

イ
ン
カ
ム
で
報
告
す
る
。

全
部
で
10
台
あ
る
空
調
の

設
定
パ
ネ
ル
は
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
に
あ
り
、
そ
こ
に
い

る
管
理
ス
タ
ッ
フ
が
イ
ン

カ
ム
の
連
絡
を
受
け
た
数

値
を
も
と
に
、
１
台
ず
つ

１
℃
単
位
で
調
整
し
て
い

く
。
こ
ま
め
な
取
り
組
み

が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

「ビックつばめ 高崎店」
店内30カ所で温度チェック！エアコンの微調整は毎日の日課です

【第 118回】2012 年 10月3日放送分
　

空
調
が
き
ち
ん
と
働
い

て
い
る
か
確
認
す
る
た

め
、
店
内
に
30
個
の
温
度

計
を
設
置
し
て
い
る
パ
チ

ン
コ
店
が
あ
る
。
群
馬
県

高
崎
市
の
ビ
ッ
ク
つ
ば
め

高
崎
店
だ
。

　

省
エ
ネ
対
策
と
し
て
決

め
た
空
調
の
設
定
温
度
28

℃
を
守
り
、
そ
れ
で
も
来

店
客
に
不
快
な
思
い
を
さ

せ
な
い
よ
う
徹
底
し
た
温

度
管
理
を
実
施
し
て
い

店内の温度計は30個

年
前
か
ら
雨
水
の
利
用
を

始
め
た
。
裏
手
の
山
に
降

っ
た
雨
が
集
ま
っ
て
く
る

よ
う
に
溝
を
つ
く
り
、
工

場
に
あ
る
専
用
タ
ン
ク
へ

流
れ
る
設
備
を
つ
く
っ

た
。
掃
除
用
の
水
は
、
す

べ
て
こ
れ
を
使
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
工
場
屋
根
に
は

散
水
機
を
つ
け
、
雨
水
を

ま
く
よ
う
に
し
た
。
工
場

は
天
井
が
高
く
空
調
の
効

率
が
悪
い
。
室
温
を
下
げ

る
た
め
の
取
り
組
み
だ
。

番
組
内
で
屋
根
の
表
面
温

度
を
測
っ
た
と
こ
ろ
57
・

４
℃
だ
っ
た
の
が
散
水
後

は
37
・
７
℃
に
ま
で
下
が

っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

酢
の
試
食
用
に
使
う
野
菜

の
畑
に
も
、
雨
水
で
水
や

り
を
行
っ
て
い
る
。

「お多福醸造 株式会社」
雨水を無駄なく活用 ! 貴重な水資源を守ります

【第 119回】2012 年 10月10日放送分
　

醸
造
酢
な
ど
を
製
造
し

て
い
る
広
島
県
三
原
市
の

お
多
福
醸
造 

株
式
会
社
。

工
場
で
は
１
日
約
40
㌧
の

水
を
利
用
し
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
の
約
３
割
は
雨

水
を
活
用
し
た
も
の
だ
。

　

以
前
は
酢
を
つ
く
る
と

き
に
使
う
き
れ
い
な
井
戸

水
を
、
床
を
流
す
と
き
の

掃
除
用
に
も
使
っ
て
い

た
。
そ
れ
で
は
資
源
の
無

駄
に
な
る
と
気
づ
き
、
数

清掃、散水、畑は雨水で

　ここで紹介しているエコノウハウは、BSジャパ
ン（テレビ東京系 -BS デジタル 7ch）にて放映中
の番組「省エネの達人『企業編』」内で紹介され
たもの（放送回数と放送日は記事内に記載）。毎
週水曜夜 9時 54 分から 5分間の環境情報番組だ。
　また番組バックナンバーを再生できるウェブサ
イトもあり、左記の URL にアクセスすれば誰でも
無料で過去の放映分を閲覧することができる。

番組バックナンバー配信中
http://www.eco-tatsujin.jp/

屋根を借りて設置した太陽光パネル
事業の目的は、環境意識を高める社員教育や地域貢献

株式会社 エステー埼玉工場 製
造課の定月宗敏さん（左）と。

技術者をたずねて技術者をたずねて

太陽光発電導入事例太陽光発電導入事例

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート

調
の
機
能
を
手
探
り
で
操

作
し
て
み
た
。

　

そ
の
結
果
、
入
口
付
近

の
天
井
に
据
え
付
け
ら
れ

た
１
台
だ
け
「
冷
房
」
に
、

客
席
天
井
の
３
台
は
「
除

湿
」
で
稼
働
さ
せ
る
方
法

に
行
き
着
い
た
。
風
量
が

強
め
に
出
る
冷
房
は
、
屋

外
の
暑
い
場
所
か
ら
来
る

来
店
客
の
た
め
。
風
量
の

弱
い
除
湿
は
食
事
を
ゆ
っ

く
り
楽
し
む
客
席
に
。

　

番
組
内
で
は
窓
際
や
卓

上
な
ど
数
カ
所
の
室
温
を

計
測
。
い
ず
れ
も
25
℃
台

で
、
差
は
最
大
で
も
０
・

４
℃
だ
っ
た
。
除
湿
と
冷

房
の
消
費
電
力
は
機
種
に

よ
り
大
小
が
異
な
る
の
で

一
概
に
は
い
え
な
い
が
、

工
夫
を
重
ね
る
姿
勢
は
学

ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
。

「レストラン ロス・アンジェルス」
冷房・除湿を自在にあやつって 店内の温度ムラがなくなりました

【第 121回】2012 年 10月24日放送分
　

千
葉
県
八
千
代
市
の
レ

ス
ト
ラ
ン 

ロ
ス
・
ア
ン

ジ
ェ
ル
ス
で
は
、
店
内
の

空
調
を
除
湿
と
冷
房
の
組

み
合
わ
せ
に
し
た
と
こ
ろ

「
お
客
様
か
ら
暑
い
寒
い

と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
聞
か

れ
な
く
な
っ
た
」と
い
う
。

　

70
席
あ
る
店
内
。
省
エ

ネ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

設
定
温
度
を
27
℃
に
し
よ

う
と
考
え
た
際
、
室
温
の

ム
ラ
が
出
な
い
よ
う
に
空

冷房は入口だけ、客席は除湿

企業と電気をつなぐ

の
が
、
設
備
改
善
を
提
案
す
る
と

き
。「
電
気
を
安
心
し
て
使
っ
て

も
ら
う
た
め
、
点
検
だ
け
で
は
な

く
、
設
備
を
一
番
よ
い
状
態
で
保

つ
こ
と
も
仕
事
の
一
つ
。
設
備
に

少
し
で
も
異
常
が
あ
っ
た
ら
、
お

客
様
と
と
も
に
更
新
計
画
を
立

て
、
一
緒
に
〝
安
全
〞
を
築
い
て

い
く
の
が
私
の
考
え
方
で
す
。
設

備
の
入
れ
替
え
に
は
時
期
や
費
用

が
か
か
わ
る
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
な

実
施
に
は
、
互
い
の
共
通
認
識
と

信
頼
関
係
が
必
要
で
す
」。

　

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
や
電
気
設
備
の

状
況
は
事
業
場
で
異
な
り
、
臨
機

応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。「
季

節
や
天
候
に
よ
っ
て
温
度
や
湿
度

が
変
わ
る
た
め
、
数
値
だ
け
を
頼

り
に
は
し
ま
せ
ん
」
そ
れ
が
堀
口

さ
ん
の
信
念
。
状
況
に
合
わ
せ
て

自
身
の
技
術
と
経
験
、そ
し
て〝
五

感
〞を
総
動
員
し
て
点
検
を
行
う
。

　
「
日
電
協
の
仲
間
は
増
え
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
伴
い
技
術
レ
ベ
ル

も
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
私
が
培

っ
て
き
た
経
験
を
後
進
の
方
に
伝

え
て
い
く
の
が
使
命
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」。

　
「
お
客
様
あ
っ
て
の
私
た
ち
だ

か
ら
こ
そ
信
頼
関
係
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
」
そ
う
話
す
の
は
日
本

テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 
高
崎

グ
ル
ー
プ
の
堀
口
昭
信
さ
ん
。
大

手
企
業
の
設
備
管
理
を
担
当
し
た

経
験
を
生
か
し
て
２
０
０
５
年
、

49
歳
で
日
本
テ
ク
ノ
に
入
社
。
２

年
間
、
保
安
部
に
在
籍
し
２
０
０

７
年
に
現
在
の
日
電
協
会
員
へ
転

身
し
た
。
現
在
57
歳
。

　

堀
口
さ
ん
が
電
気
管
理
を
担
当

す
る
企
業
の
一
つ
株
式
会
社 

エ

ス
テ
ー
埼
玉
工
場 

製
造
課
の
定

月
宗
敏
さ
ん
は
、
毎
月
の
点
検
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
。「
私
た
ち

に
と
っ
て
電
気
は
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
。
堀
口
さ
ん
は
高
圧

電
気
設
備
だ
け
で
な
く
、
工
場
の

隅
々
ま
で
目
を
配
り
点
検
し
て
く

れ
ま
す
。
設
備
の
入
れ
替
え
や
省

エ
ネ
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
電
気

の
こ
と
な
ら
何
で
も
答
え
て
く
れ

る
ま
さ
に
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

す
」
と
全
幅
の
信
頼
を
お
く
。

　

堀
口
さ
ん
が
同
社
工
場
を
訪
れ

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
か
ら
電

気
機
器
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

求
め
て
声
を
掛
け
ら
れ
る
。「
皆

様
に
頼
り
に
さ
れ
る
の
が
う
れ
し

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事業場のあちらこちらで、助言を求める声

「皆様から頼りにされるのがうれしいんです」

切
に
し
、
自
然

に
何
で
も
聞
い

て
も
ら
え
る
関

係
が
理
想
」
と

堀
口
さ
ん
。

　

こ
の
良
好
な

関
係
が
生
き
る

「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ

http://www.812499.jp/job/report/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20120822.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20121003.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20121010.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20121024.html
http://www.eco-tatsujin.jp/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１３年 （平成２５年） 夏季　【季刊】

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１３年 （平成２５年） 夏季　【季刊】

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。

導入事例

61kW44kW
　
「
月
約
10
万
円
の
削
減
が

で
き
ま
し
た
。
１
年
の
ピ
ー

ク
が
電
気
代
に
反
映
さ
れ
る

デ
マ
ン
ド
の
仕
組
み
を
知
ら

な
い
だ
け
で
、
こ
ん
な
に
も

余
計
な
お
金
を
払
っ
て
い
た

の
か
と
思
う
と
…
…
」
と
話

す
の
は
株
式
会
社 

メ
ッ
ク

モ
ー
ル
ド
取
締
役
工
場
長
の

久
保
田
幹
雄
さ
ん
。

　

同
社
は
、
埼
玉
県
入
間
郡

に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

品
の
加
工
工
場
。
金
型
製
作

か
ら
成
形
、
組
み
立
て
ま
で

を
一
貫
し
て
行
う
こ
と
で
手

間
と
時
間
を
短
縮
し
、
顧
客

の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
し

て
き
た
。
電
気
に
お
い
て
も

久
保
田
さ
ん
の
日
課
だ
。

　

さ
ら
に
グ
ラ
フ
は
、
す
べ

て
の
社
員
が
見
ら
れ
る
よ

う
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
す
ぐ

近
く
に
貼
り
出
し
て
い
る
。

作
業
工
程
ご
と
に
電
気
が
ど

れ
ほ
ど
使
わ
れ
る
の
か
を
全

員
が
理
解
す
れ
ば
、
省
エ
ネ

の
取
り
組
み
も
潤
滑
に
進
ん

で
い
く
。

効
率
的
稼
働
を
導
い
た

使
用
量
グ
ラ
フ
の
活
用

コ
ス
ト
削
減
額
は
月
10
万
円

埼玉県入間郡三芳町竹間沢 32-3
TEL　049（259）6660
URL　http://www.mech-mold.com/
設立●1995年 9月
従業員数● 40名
業務内容●金型・合成樹脂製品製造販売

株
式
会
社 

メ
ッ
ク
モ
ー
ル
ド

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。
今回は、北海道、茨城、千葉、埼玉、山梨、大阪、香川、福岡の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。

効
率
的
で
無
駄
の
な
い
使
い

方
を
模
索
す
る
中
、
２
０
０

８
年
２
月
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
、

２
０
１
１
年
８
月
に
は
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導

入
し
た
。

　

起
動
時
に
大
き
な
負
荷
が

か
か
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
成

形
機
を
15
台
使
用
し
て
い
る

同
社
。
以
前
は
そ
れ
ら
成
形

機
を
始
業
と
同
時
に
一
斉
に

稼
働
さ
せ
て
い
た
。

　
「
週
末
に
す
べ
て
の
電
源

を
落
と
し
、
そ
れ
を
立
ち
上

げ
る
の
が
月
曜
日
の
朝
。
電

力
使
用
量
の
グ
ラ
フ
で
ピ
ー

ク
が
そ
こ
に
あ
る
と
即
座
に

判
断
で
き
ま
し
た
」
と
久
保

田
さ
ん
。
機
械
は
作
業
に
合

わ
せ
順
に
立
ち
上
げ
て
い
く

方
法
に
変
更
。
ピ
ー
ク
は
確

実
に
下
が
っ
て
い
っ
た
。

　

使
用
量
グ
ラ
フ
は
、
パ
ソ

コ
ン
画
面
で
電
力
使
用
状
況

を
確
認
で
き
る
デ
マ
ン
ド
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
で
簡
単
に
見
ら

れ
る
。
今
で
は
前
日
の
使
用

量
グ
ラ
フ
を
確
認
す
る
の
が

十和運送

シャトレーゼ　甲斐一宮店かつが整形外科クリニックイワモト  九州工場

洞爺山水ホテル和風

淑徳共生苑

ＨＯＴＥＬ ＴＲＥＶＩ

メックモールド

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

株式会社 メックモールド

取締役工場長の久保田幹雄さん。

20.1%3.0% 削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

　

千
葉
県
千
葉
市
の
淑
徳
共

生
苑
は
福
祉
分
野
に
実
績
を

持
つ
淑
徳
大
学
が
２
０
０
７

年
４
月
に
開
設
し
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
。
４
階
建
て

の
１
階
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、

ホ
ー
ル
、
事
務
所
が
あ
り
、

２
階
か
ら
上
に
ユ
ニ
ッ
ト
型

個
室
が
１
０
０
床
あ
る
。
利

用
者
と
と
も
に
歩
む
姿
勢
を

大
切
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た

福
祉
に
努
め
て
い
る
。

　

施
設
は
も
と
も
と
省
エ
ネ

を
意
識
し
た
つ
く
り
。
廊
下

な
ど
共
用
部
分
の
窓
は
大
き

く
、
外
光
が
有
効
利
用
で
き

る
。
日
中
は
ほ
と
ん
ど
照
明

が
い
ら
な
い
。

　

し
か
し
オ
ー
ル
電
化
の
建

物
な
の
で
、
東
日
本
大
震
災

以
降
の
電
気
料
金
の
上
昇
は

痛
手
と
な
っ
た
。
電
力
使
用

量
を
下
げ
よ
う
に
も
施
設
の

運
用
上
限
界
が
あ
る
。
そ
こ

で
検
討
さ
れ
た
の
が
デ
マ
ン

ド
対
策
だ
っ
た
。
折
よ
く
そ

こ
に
日
本
テ
ク
ノ
の
営
業
担

当
者
が
訪
れ
、
同
業
者
の
評

判
も
あ
り
、
２
０
１
１
年
11

月
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
導
入
を

決
め
た
。

　

導
入
後
、
電
気
の
見
え
る

化
に
よ
り
電
力
使
用
量
の
突

出
す
る
３
つ
の
時
間
帯
が
わ

か
っ
た
。
厨
房
で
朝
食
を
準

備
す
る
早
朝
５
時
、
入
居
者

の
入
浴
が
始
ま
る
午
前
10
時

30
分
と
午
後
２
時
。
デ
マ
ン

ド
警
報
が
鳴
る
タ
イ
ミ
ン
グ

も
そ
こ
に
集
中
す
る
。

　

警
報
が
鳴
る
と
、
ま
ず
１

階
の
事
務
所
と
実
習
や
行
事

な
ど
で
使
わ
れ
る
ホ
ー
ル
の

空
調
を
止
め
る
。
次
に
事
務

所
か
ら
内
線
で
各
ユ
ニ
ッ
ト

へ
連
絡
。
施
設
内
に
は
10
の

ユ
ニ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
リ
ー
ダ
ー
が
所
属
部
門

に
関
し
て
省
エ
ネ
も
含
め
た

責
任
者
と
な
っ
て
い
る
。
各

リ
ー
ダ
ー
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導

入
時
に
周
知
さ
れ
た
手
順
に

従
い
、
２
〜
４
階
の
共
用
部

分
の
空
調
を
一
時
的
に
止
め

て
い
く
。
各
部
署
へ
の
緊
密

な
連
携
が
素
早
い
対
応
を
可

能
に
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

取
り
組
み
の
結
果
、
契
約
電

力
は
２
４
７
㌔
㍗
か
ら
２
０

３
㌔
㍗
ま
で
下
が
り
、
44
㌔

㍗
の
削
減
が
で
き
た
。

コ
ス
ト
低
減
に
デ
マ
ン
ド
対
策

各
部
署
の
緊
密
な
連
携
で

警
報
時
に
は
素
早
い
対
応

千葉県千葉市中央区生実町2407-1
TEL 043（265）5526
URL　http://www.kyoseien.jp/
設立●2007年 4月
従業員数●106名
業務内容●特別養護老人ホーム

社
会
福
祉
法
人 

淑
徳
福
祉
会 

淑
徳
共
生
苑

社会福祉法人 淑徳福祉会 淑徳共生苑

（2009年10月～翌年9月 2011年10月～翌年9月）（2010年11月～翌年10月 2011年11月～翌年10月）

（2008年 2012年）

　

茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市

の
本
社
を
中
心
に
、
北
関
東

４
県
と
静
岡
県
に
13
拠
点
を

か
ま
え
る
十
和
運
送
グ
ル
ー

プ
。
常
温
・
冷
蔵
・
冷
凍
の

各
種
倉
庫
を
保
有
し
、
入
出

庫
、
流
通
加
工
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
も
請
け
負
う
総
合

運
輸
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
る
。

　

以
前
か
ら
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
徹
底
や
運
送
用
資
材
の
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
同
社
だ
が
、
震
災
以

降
は
さ
ら
に
全
社
を
あ
げ
た

省
エ
ネ
活
動
に
力
を
入
れ

た
。
燃
料
や
電
気
と
い
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用

か
ら
事
務
用
品
の
節
減
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
無
駄
を
省
く

努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

社
外
の
省
エ
ネ
勉
強
会
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
得
ら

れ
た
知
識
は
社
内
で
共
有
す

る
。
そ
の
知
識
を
行
動
に
つ

な
げ
る
た
め
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
に

よ
る
電
気
の
「
見
え
る
化
」

が
活
用
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
勉
強
会
で
空
調
の

室
内
機
と
室
外
機
の
関
係
を

知
っ
た
と
き
も
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

で
実
際
の
電
力
使
用
状
況
を

確
認
し
行
動
に
移
し
た
。
空

調
は
１
つ
の
室
外
機
で
２
台

の
室
内
機
を
制
御
し
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、

片
方
の
室
内
機
を
切
っ
て
も

室
外
機
は
稼
働
し
た
ま
ま
。

節
電
で
、
い
く
つ
か
の
室
内

機
を
止
め
て
も
、
室
外
機
が

す
べ
て
稼
働
し
て
い
る
こ
と

も
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
機
器

を
止
め
れ
ば
、
最
大
の
効
果

が
上
が
る
の
か
。そ
れ
を「
見

え
る
化
」が
教
え
て
く
れ
た
。 　

今
後
は
、
設
備
改
善
も
進

め
る
。
現
在
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
倉
庫
の
屋
根
を
活
用
し

た
太
陽
光
発
電
や
、
冷
蔵
・

冷
凍
倉
庫
な
ど
の
大
型
設
備

に
つ
い
て
も
省
エ
ネ
タ
イ
プ

に
切
り
替
え
て
い
く
考
え

だ
。

電
気
の「
見
え
る
化
」に
よ
る

詳
細
な
使
用
状
況
の
把
握
で

「
知
識
」が「
行
動
」に
移
行

茨城県つくばみらい市細代 408-1
TEL　0297（52）3135
URL　http://www.juwa.com/
設立●1967年 7月
従業員数●本社 20名（全社350 名）
業務内容●運送、倉庫、流通加工

十和運送 株式会社 本社事務センター

十
和
運
送 

株
式
会
社 

本
社
事
務
セ
ン
タ
ー

　
「
私
た
ち
経
営
陣
も
含
め
、

全
員
が
デ
マ
ン
ド
と
い
う
言

葉
自
体
初
め
て
知
っ
た
」
と

松
江
孝
朗
さ
ん
と
松
江
知
樹

さ
ん
は
口
を
揃
え
た
。
２
人

は
と
も
に
松
江
観
光 

株
式

会
社
の
代
表
取
締
役
。
大
阪

市
の
梅
田
駅
近
く
で
「
Ｈ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
」
を

経
営
す
る
。

　

こ
の
レ
ジ
ャ
ー
ホ
テ
ル
が

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
の
は

２
０
１
１
年
10
月
。そ
の
際
、

「
ま
ず
は
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん

に
勉
強
会
を
開
い
て
も
ら

い
、
電
気
料
金
の
仕
組
み
が

ど
う
い
う
も
の
で
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
を
ど
う
使
い
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
以
下
全
ス
タ
ッ

フ
で
の
情
報
共
有
か
ら
始
め

ま
し
た
」（
知
樹
さ
ん
）。

　

そ
こ
か
ら
意
識
は
変
わ
っ

て
い
く
。
以
前
は
省
エ
ネ
の

た
め
に
、
客
室
の
照
明
や
空

調
の
稼
働
を
気
に
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
人
の
居
な
い

客
室
で
空
調
が
動
い
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
導

入
後
は
清
掃
の
と
き
だ
け
照

明
を
つ
け
、
そ
れ
以
外
の
空

室
時
は
換
気
扇
だ
け
を
残

し
、
電
源
を
切
る
こ
と
が
徹

底
さ
れ
た
。

　
「
以
前
は
客
室
以
外
の
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
も
照
明
が
つ
い

て
い
て
、
そ
れ
も
消
す
よ
う

に
し
ま
し
た
。
当
初
は
違
和

感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
消
す
の
が
当
た
り
前
。
ス

タ
ッ
フ
か
ら
は
照
明
が
つ
い

て
い
る
と
ま
ぶ
し
い
と
い
う

声
も
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
」（
孝
朗
さ
ん
）

　

導
入
１
年
目
の
省
エ
ネ
効

果
は
予
想
以
上
だ
っ
た
が
、

真
価
が
問
わ
れ
る
の
は
２
年

目
以
降
だ
と
考
え
る
。
ス
タ

ッ
フ
の
省
エ
ネ
意
識
も
「
ま

だ
50
％
程
度
」
と
気
を
緩
め

な
い
。
毎
日
の
朝
礼
や
全
体

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
呼
び
掛
け

を
続
け
て
い
く
。

初
め
て
知
る
電
気
料
金
の
仕
組
み

全
員
参
加
の
勉
強
会
で

啓
発
さ
れ
た
省
エ
ネ
意
識大阪府大阪市北区堂山町6-16

TEL　06（6361）0960
設立●1983 年12月
従業員数●26名（パート・アルバイト含む）
業務内容●宿泊業

松江観光 株式会社 HOTEL TREVI

松
江
観
光 

株
式
会
社　

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ

11kW

1kW

10kW 削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

13.5%

14.8%

13.9% 削
減

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

（2010年11月～翌年10月 2011年11月～翌年10月）

（2008年5月～翌年4月 2011年5月～翌年4月）

（2010年9月～翌年8月 2011年9月～翌年8月）

（2011年 2012年）

（2009年 2012年）

（2011年 2012年）

　
「
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ 

甲
斐
一

宮
店
」
は
、
山
梨
県
甲
府
市

に
本
社
が
あ
る
和
洋
菓
子
メ

ー
カ
ー
・
株
式
会
社 

シ
ャ

ト
レ
ー
ゼ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
店
。
和
洋
菓
子
の
販
売
ス

ペ
ー
ス
と
レ
ス
ト
ラ
ン
が
併

設
さ
れ
た
店
舗
に
は
、
大
型

の
冷
凍
・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
、
オ
ー
ブ
ン
な

ど
電
力
負
荷
の
高
い
機
器
が

多
数
あ
る
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
鈴
木
健
弘
さ

ん
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
機
器
を

個
別
に
考
え
る
の
で
は
な

く
、
空
調
を
多
く
使
う
と
き

に
は
オ
ー
ブ
ン
の
使
用
を
控

え
る
と
い
う
よ
う
に
店
舗
全

体
の
動
き
を
み
て
省
エ
ネ
対

策
を
考
え
て
い
る
」と
い
う
。

　

３
機
あ
る
オ
ー
ブ
ン
の
同

時
稼
働
は
原
則
２
機
ま
で
と

決
め
た
が
、
ど
う
し
て
も
３

機
使
用
す
る
場
合
は
、
ほ
か

の
電
力
利
用
が
落
ち
着
く
夕

方
以
降
に
す
る
。
ベ
ー
ス
を

押
し
上
げ
て
い
る
大
型
冷
凍

庫
も
３
台
あ
っ
た
が
、
う
ち

１
台
は
使
用
を
止
め
た
。
こ

れ
は
発
注
を
見
直
し
て
最
小

限
の
在
庫
に
と
ど
め
る
と
同

時
に
、
そ
の
他
の
冷
凍
庫
や

店
内
の
冷
凍
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

に
商
品
を
移
し
た
こ
と
で
可

能
と
な
っ
た
。

　

販
売
ス
ペ
ー
ス
に
あ
る
空

調
は
４
方
向
に
吹
き
出
し
口

の
あ
る
タ
イ
プ
。
暖
房
の
と

き
は
冷
蔵
商
品
が
並
ぶ
方
向

の
吹
き
出
し
口
の
送
風
を
止

め
、
必
要
な
場
所
だ
け
を
暖

め
る
。
冷
凍
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

は
温
度
設
定
も
見
直
し
、
こ

れ
ま
で
「
強
」
に
し
て
い
た

設
定
を
中
〜
弱
に
変
更
。
商

品
の
保
存
に
問
題
が
な
い
こ

と
も
確
か
め
た
。
併
設
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
、
季
節
に
よ

っ
て
案
内
す
る
客
席
を
変

え
、
１
年
を
通
し
て
空
調
の

稼
働
台
数
を
最
小
に
す
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
は
２
０
１

１
年
５
月
、
以
前
と
比
べ
契

約
電
力
29
㌔
㍗
、
使
用
量

15
・
４
％
の
削
減
が
で
き
た
。

同
時
稼
働
の
対
応
、在
庫
見
直
し
、

温
度
設
定
、客
席
案
内
の
方
法
…
…

店
舗
全
体
の
動
き
で
考
え
る
省
エ
ネ

山梨県笛吹市一宮町東原45-1
TEL　0553（20）5181
URL　http://www.chateraise.co.jp/
設立● 2006 年 3月
従業員数●11名
業務内容●菓子製造販売、レストラン

シャトレーゼ 甲斐一宮店

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ 

甲
斐
一
宮
店

29kW 削
減

契約
電力

15.4%削
減

電　力
使用量
（2010年5月～翌年2月 2012年5月～翌年2月）

（2010年 2012年）

意
識
改
革
の
き
っ
か
け
は

全
員
が
せ
き
た
て
ら
れ
た

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
警
報
へ
の
対
応

　

洞
爺
山
水
ホ
テ
ル 

和
風

は
北
海
道
南
西
部
に
位
置
す

る
道
内
有
数
の
観
光
地
、
洞

爺
湖
畔
に
あ
る
温
泉
宿
。
客

室
数
61
室
の
広
々
と
し
た
館

内
で
は
、
源
泉
か
け
流
し
の

温
泉
と
、
地
元
で
取
れ
た
新

鮮
な
魚
や
野
菜
を
使
っ
た
料

理
が
楽
し
め
る
。

　

デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
は
毎
年

12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
の

冬
期
。
宴
会
場
が
利
用
さ
れ

る
夕
方
が
最
大
に
な
る
。
一

番
大
き
な
１
４
０
畳
の
宴
会

場
を
使
用
す
る
日
は
空
調
８

基
が
フ
ル
稼
働
す
る
。「
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後
し
ば
ら
く

は
、
警
報
が
鳴
る
と
従
業
員

が
総
出
で
事
務
所
や
厨
房
の

空
調
を
切
っ
て
回
り
ま
し

た
」
と
代
表
取
締
役
社
長
の

上
げ
、
宴
会
場
を
使
用
す
る

時
間
帯
に
は
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

な
ど
あ
ら
か
じ
め
不
要
な
空

調
・
照
明
を
切
り
、
警
報
の

回
数
自
体
も
減
ら
し
た
。

　

各
従
業
員
の
行
動
も
変
わ

っ
て
き
た
。
客
室
フ
ロ
ア
の

照
明
は
予
約
数
に
合
わ
せ
必

要
最
小
限
だ
け
を
つ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
客
室
の
空
調

も
部
屋
ご
と
に
立
ち
上
げ
時

間
を
ず
ら
し
、
徐
々
に
暖
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
警
報
時

の
対
策
を
社
内
全
体
で
共
有

し
、
協
力
体
制
を
確
立
さ
せ

た
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の

意
識
が
変
化
し
た
よ
う
だ
。

北海道虻田郡洞爺湖町洞爺湖温泉78
TEL　0142（75）2361
URL　http://www.sansui-hotel.com/
設立●1959年
従業員数●40名
業務内容●宿泊業

洞爺山水ホテル 和風

26kW 削
減

契約
電力

洞
爺
山
水
ホ
テ
ル 

和
風

17.9%削
減

電　力
使用量

オーナーの鈴木健弘さん。

田
中
實
さ
ん
は
昨
年
の
様
子

を
話
す
。

　

し
か
し
警
報
が
何
度
か
続

く
う
ち
、
対
策
を
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
警
報
の
翌
日

に
各
現
場
の
責
任
者
が
集
ま

り
、
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ

ス
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
原
因
や

対
策
を
話
し
合
い
、
現
場
ご

と
に
情
報
を
共
有
す
る
。
一

時
的
に
止
め
て
も
支
障
の
な

い
空
調
を
事
前
に
決
め
て
お

く
こ
と
で
、
警
報
時
に
は
あ

せ
ら
ず
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
デ
マ
ン

ド
値
の
急
上
昇
を
防
ぐ
た

め
、
空
調
を
時
間
差
で
立
ち

（2011年12月～翌年3月 2012年12月～翌年3月）

（2012年 2013年）

（2011年 2012年）

計
画
停
電
の
除
外
施
設
で
も

省
エ
ネ
活
動
に
尽
力

昨
夏
は
前
年
比
約
30
％
削
減

香川県高松市香西本町114-10
TEL　087（832）8877
URL　http://www.katsuga.com/
設立●1999年 10月
従業員数●24名
業務内容●整形外科

かつが整形外科クリニック

か
つ
が
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
し
た
。

　

昨
夏
、
管
轄
の
四
国
電
力

は
企
業
に
向
け
前
年
比
７
％

削
減
の
節
電
要
請
を
出
し

た
。
だ
が
「
計
画
停
電
除
外

指
定
医
療
機
関
」
の
同
院
は

停
電
の
心
配
は
な
い
。
そ
れ

で
も
西
山
さ
ん
は
地
域
貢
献

の
た
め
で
き
る
限
り
の
省
エ

ネ
活
動
を
す
る
と
決
め
た
。

　

大
き
な
窓
の
前
に
遮
熱
効

果
を
狙
う
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
を
つ
く
っ
た
。
空
調
の
効

率
を
上
げ
る
た
め
高
い
天
井

に
空
気
を
か
く
は
ん
す
る
シ

ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
を
２
台
。

加
え
て
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

は
合
計
６
台
設
置
し
た
。

　

空
調
は
細
か
く
温
度
設

定
。
１
階
の
玄
関
付
近
は
29

℃
、
待
合
室
は
28
℃
、
２
階

リ
ハ
ビ
リ
室
は
27
℃
に
調
整

し
た
。「
外
か
ら
来
ら
れ
る

方
は
29
℃
で
も
涼
し
く
感
じ

ま
す
。
一
方
、
２
階
の
リ
ハ

ビ
リ
室
は
身
体
を
動
か
す
方

が
多
い
の
で
、
そ
れ
よ
り
２

℃
下
げ
ま
し
た
」
と
西
山
さ

　

香
川
県
高
松
市
に
あ
る
、

か
つ
が
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
、
天
井
が
高
く
、
窓
も

大
き
な
「
明
る
く
開
放
的
な

病
院
」
を
テ
ー
マ
に
設
計
さ

れ
た
医
療
施
設
。
最
新
鋭
の

検
査
・
治
療
機
器
を
揃
え
な

が
ら
、
症
状
に
合
わ
せ
た
適

切
な
治
療
を
予
約
な
し
で
も

受
け
ら
れ
る
と
あ
っ
て
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　

２
０
０
９
年
か
ら
地
球
環

境
保
護
の
た
め
省
エ
ネ
活
動

を
開
始
。
院
長
の
西
山
徹
さ

ん
も
環
境
問
題
に
強
い
関
心

を
持
ち
、
２
０
１
１
年
９
月

に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

ん
は
話
す
。

　

こ
の
節
電
期
間
中
、
電
力

使
用
量
は
前
年
比
約
30
％
の

削
減
に
成
功
。
西
山
さ
ん
は

そ
の
成
果
を
「
節
電
対
策
協

力
へ
の
御
礼
」
と
い
う
掲
示

物
に
ま
と
め
、
大
き
く
貼
り

だ
し
て
い
る
。
利
用
患
者
の

理
解
と
協
力
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

リ
ハ
ビ
リ
室
。
開
放
感
を
与
え

る
高
い
天
井
に
は
シ
ー
リ
ン
グ
フ

ァ
ン
を
つ
け
省
エ
ネ
に
配
慮
。

院長の西山徹さん。

　

福
岡
県
久
留
米
市
に
あ
る

株
式
会
社 

イ
ワ
モ
ト 

九
州

工
場
。
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の
柔

軟
な
対
応
を
心
掛
け
、
積
極

的
な
設
備
能
力
の
強
化
を
進

め
る
企
業
。
主
に
自
動
車
部

品
用
の
プ
レ
ス
金
型
を
製
造

し
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
４
月
、
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
の
導
入
直
後
に
、
社
内

で
削
減
目
標
の
検
討
を
し

た
。
そ
こ
で
は
電
力
使
用
量

に
つ
い
て
の
目
標
設
定
は
見

送
っ
た
。
使
用
量
は
製
造
ラ

イ
ン
の
状
況
で
左
右
さ
れ
る

か
ら
だ
。
そ
こ
で
「
ま
ず
は

契
約
電
力
の
10
％
削
減
に
絞

っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
決
め

ま
し
た
」（
代
表
取
締
役
・

岩
本
清
さ
ん
）。

　

製
造
ラ
イ
ン
の
主
要
設
備

に
は
、
自
動
工
具
交
換
機
能

付
き
で
削
り
や
穴
あ
け
な
ど

複
数
の
加
工
を
１
台
で
こ
な

す
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
４
台

の
ほ
か
、
プ
レ
ス
機
２
台
、

ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
タ
ー
１
台
、

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
１
台
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
午
前
８
時
〜

午
後
５
時
の
営
業
時
間
中
、

常
に
稼
働
し
て
い
る
。
と
は

い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
上

げ
時
間
を
分
散
す
る
の
は
可

能
だ
。
起
動
が
重
な
ら
な
け

れ
ば
、
ピ
ー
ク
電
力
は
低
減

で
き
る
。

　

そ
こ
で
利
用
し
た
の
が
、

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
瞬
時
デ
マ
ン
ド

画
面
だ
っ
た
。
画
面
を
見
な

が
ら
１
台
ご
と
に
起
動
時
や

通
常
負
荷
状
態
の
使
用
電
力

量
を
確
認
し
て
い
く
。
そ
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
業
務
開

始
時
の
立
ち
上
げ
順
を
決
め

て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

の
運
用
方
法
も
見
直
し
た
。

加
工
中
、
常
に
エ
ア
ー
で
吹

き
飛
ば
し
て
い
た
削
り
カ
ス

を
、
加
工
後
に
ほ
う
き
で
掃

き
取
り
、
そ
の
残
り
だ
け
を

エ
ア
ー
で
飛
ば
す
よ
う
に
し

た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
の

結
果
、
契
約
電
力
は
導
入
前

の
78
㌔
㍗
か
ら
63
㌔
㍗
に
。

削
減
量
15
㌔
㍗
。
目
標
の
10

％
に
対
し
、
19
％
の
削
減
が

達
成
で
き
た
。

立
ち
上
げ
順
を
決
め
た
の
は

１
台
ご
と
の
電
力
量
を
確
認
し
た

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
瞬
時
デ
マ
ン
ド
画
面

福岡県久留米市田主丸町秋成 257-2
TEL　0943（72）0756
URL　http://www.hhcci.or.jp/databank/data/131797.html
設立●1979 年 9月
従業員数● 44 名（九州工場8名）
業務内容●金型製造

株式会社 イワモト 九州工場

株
式
会
社 

イ
ワ
モ
ト 

九
州
工
場

代表取締役の岩本清さん。

代表取締役社長の田中實さん。

ともに代表取締役の松江孝朗さん（左）
と松江知樹さん（右）。

左から経理財務部課長・岩村圭三
さん、取締役業務本部長・田上貴
義さん、業務部・英昌宏さん。

15kW 削
減

契約
電力
（2007年 2008年）

株式会社 イワモト 工場内。

掲
示
さ
れ
る
電
力
使
用
量
の
グ
ラ

フ
。
奥
に
は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ
タ
も
。

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ 

の
外
観
。

十
和
運
送 

株
式
会
社 

本
社
ビ
ル
。

http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.org/
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環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
32
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
４
面
に
掲
載
〉

環境問
題

常識テ
スト

リニューアル 温度計シール プレゼント
正解者の中から抽選で 100 名の方に、リニューアル 温度計シールをプ
レゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ、下記あて先までご郵送ください。また、環境市場新聞ウェブ
サイトからも応募できます。下記 URL にアクセスして当コーナー応募
フォームのリンクをクリックし、画面の指示に従いご応募ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切り
は 2013 年 9 月 27 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【環境市場新聞ウェブサイト】http://econews.jp/

●タテのカギ●
①  ビールのおつまみは干した
イカ。

②  川の中にあるのは「メ○○
○学校」。

③  昆虫採取。クワ○○とカブ
ト虫を採ったよ。

⑥  少し酸っぱい夏の柑橘類
「ナ○○○ン」。
⑦  土用の丑の日は、これ。

●ヨコのカギ●
①  花火大会が有名。東京の下
町を流れる川。

④  温室効果ガス「ニサン○○
ンソ」。

⑤  「ゼツ○○○キキ」にある
生物種を絶滅危惧種という。

⑧  ○○ギの下「おばけだぁ！」
⑨  「緑○○○テン」で夏の省
エネを。

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て
い

き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
４
つ
の
文
字
を

組
み
合
わ
せ
〝
エ
コ
〞
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
日
本
テ
ク
ノ
が
進
め

る
省
エ
ネ
活
動
の
「
理
解
る
化
」↑
こ
の
読
み
方
。

　
「
除
染
」と
聞
い
て
何
を
思
う
か
。「
放

射
能
汚
染
」
と
は
何
か
。
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
原
発
事
故
以
降
、
日
本
人
の

多
く
は
ぼ
ん
や
り
と
し
た
知
識
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
本
当
に
正
確

な
情
報
を
得
て
い
る
人
は
ど
れ
ほ
ど
い

る
の
だ
ろ
う
。
放
射
線
や
除
染
へ
の
理

解
が
深
ま
ら
な
い
状
況
で
は
、
福
島
再

生
は
進
ま
な
い
と
考
え
、「
除
染
」
に

つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
続
け
る
「
除

染
情
報
プ
ラ
ザ
」
を
取
材
し
た
。
Ｊ
Ｒ

福
島
駅
か
ら
徒
歩
５
分
。
放
射
線
や
除

染
作
業
に
関
す
る
模
型
、
除
染
の
進
捗

状
況
を
確
認
で
き
る
大
型
モ
ニ
タ
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
の
目
的
は
、
除
染
の
正
確
な
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
と
、
自
治
体
な
ど

に
除
染
の
専
門
家
を
派
遣
す
る
こ
と
。

一
人
で
も
多
く
の
人
に
放
射
線
の
特
性

や
除
染
の
有
効
性
を
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
い
、
除
染
作
業
の
円
滑
な
進
行
に

寄
与
す
る
。キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
知

る
、
考
え
る
、
進
め
る
た
め
に
」。

　

開
館
か
ら
１
年
余
り
で
来
館
者
は
６

０
０
０
人
以
上
に
な
っ
た
。
ま
た
、
77

も
の
会
場
で
移
動
展
示
を
開
催
し
、
合

計
開
催
日
数
は
１
５
５
日
間
に
及
ん
で

い
る
。
そ
こ
に
は
１
万
３
０
０
０
人
以

上
が
足
を
運
ん
だ
。
館
の
運
営
を
担
当

す
る
岸
誠
さ
ん
と
上
川
努
さ
ん
は
「
理

想
は
除
染
が
進
ん
で
一
日
も
早
く
完
了

し
、
こ
の
除
染
情
報
プ
ラ
ザ
が
必
要
と

さ
れ
な
く
な
る
日
が
来
る
こ
と
で
す
」

と
話
す
。

知り、考え、進めるための──除染情報プラザ
除染の進捗状況が確認できる大型モニタ。

2012 年 12 月に開催された国
連気候変動枠組み条約第 18
回締約国会議で採択されたの
は、次のうちどれ？

a
b
c
d

カンクン合意

コペンハーゲン合意

ドーハ合意

京都議定書

Question
1

2014 年 3 月に日本で初めて
総会が開かれる予定の「気候
変動に関する政府間パネル」。
その略称は、次のうちどれ？

a
b
c
d

JAXA

IUCN

COP

IPCC

Question
2

環境省や JAXA などが運用
を進めている世界初で唯一の
温室効果ガス観測専用の衛星
は、次のうちどれ？

a
b
c
d

てっくん

いぶき

はやぶさ

かぐや

Question
3

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
今さら聞くのも恥ずかしいけれど、実はよく知らない……そん
な言葉を、環境活動家としても知られる河村隆一さんが調べ、
やさしく答えていくこのコーナー。今回は、地球温暖化の原
因である気体について。

環境分野の言葉がわからないと感じたこと
はありませんか。今さら聞けない用語、数
字についている単位、深くは知らない法律
名など皆さんがもっと知りたい環境関連の
用語を募集しています。ご応募は日本テク
ノ「河村隆一のエコスタディ」係まで。取
り上げてほしい用語と連絡先を明記のうえ
ハガキにてご送付ください。環境市場新聞
ウェブサイト（http://econews.jp/）から
も応募できます。

第三十三回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ ─ 12 ─
　

企
業
研
修
に
臨
む
と
き
、

私
は
赤
の
ス
ー
ツ
を
着
用
す

る
。
赤
色
は
人
の
心
理
に
、

前
進
、
積
極
性
、
革
新
、
元

気
、
パ
ワ
ー
、
情
熱
、
勝
負
、

ア
ピ
ー
ル
を
も
た
ら
す
と
い

う
こ
と
を
私
は
、
色
彩
心
理

学
の
講
演
に
参
加
し
て
学
ん

だ
。

　

そ
れ
は
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム

の
広
島
東
洋
カ
ー
プ
が
、
全

員
赤
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を

み
て
も
わ
か
る
。
広
島
東
洋

カ
ー
プ
は
球
団
創
設
以
来
ず

っ
と
負
け
続
け
て
、
負
け
犬

意
識
が
染
み
込
ん
だ
球
団
だ

と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
立

て
直
し
に
あ
た
っ
た
の
が
、

ア
メ
リ
カ
人
の
ジ
ョ
ー
・
ル

ー
ツ
監
督
だ
っ
た
。
ル
ー
ツ

監
督
は
負
け
犬
意
識
を
払
拭

さ
せ
る
た
め
に
、
赤
色
を
採

り
入
れ
た
の
だ
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
赤
色
に
し
て
、
戦
闘
集

団
と
し
て
の
徹
底
的
な
意
識

改
革
と
ハ
ー
ド
な
練
習
を
実

施
し
た
。
こ
れ
が
世
に
い
わ

れ
て
い
る
赤
ヘ
ル
軍
団
の
誕

生
だ
。
と
こ
ろ
が
ル
ー
ツ
監

督
は
球
団
フ
ロ
ン
ト
と
の
対

立
に
よ
り
数
カ
月
で
退
団
。

そ
の
教
え
を
古
葉
竹
識
監
督

が
引
き
継
ぎ
、
チ
ー
ム
は
創

設
26
年
目
で
初
の
リ
ー
グ
優

勝
を
果
た
し
た
。

　

私
の
研
修
も
チ
ー
ム
ご
と

に
優
劣
を
競
い
合
い
学
習
す

る
組
織
を
つ
く
る
研
修
だ
。

あ
る
チ
ー
ム
で
は
自
分
が
リ

ー
ダ
ー
に
な
る
と
、
い
つ
も

赤
色
の
ス
ー
ツ
を
着
用
し
て

く
る
女
性
が
い
る
。
理
由
は

〝
勝
負
服
〞
だ
か
ら
だ
と
い

う
。
研
修
の
指
針
は〝
本
気
〞

だ
。
本
気
を
色
で
表
す
と
赤

色
に
な
る
。
人
間
は
誰
し
も

無
尽
の
潜
在
能
力
を
持
っ
て

い
る
。
な
の
に
３
％
し
か
活

用
し
て
い
な
い
と
い
う
。
活

用
で
き
な
い
の
は
〝
本
気
さ

が
欠
如
し
て
い
る
〞
こ
と
も

一
因
だ
ろ
う
。因い

ん

果が

倶ぐ

時じ

だ
。

　

研
修
の
指
針
で
あ
る
本
気

さ
を
絶
え
ず
参
加
者
が
意
識

す
る
よ
う
に
、
私
は
赤
一
色

の
服
装
で
研
修
に
臨
ん
で
い

る
。
研
修
参
加
者
に
は
赤
色

の
小
物
（
例
え
ば
、
ハ
ン
カ

チ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
ネ
ク
タ

イ
な
ど
）
を
常
時
携
帯
し
た

り
、
着
用
す
る
こ
と
を
す
す

め
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

赤
色
の
小
物
を
見
る
度
、
私

の
ス
ー
ツ
を
思
い
出
し
、
本

気
で
仕
事
を
し
よ
う
と
の
連

想
が
働
く
だ
ろ
う
。

　

原
因
の
中
に
結
果
が
あ
る
。

自
分
自
身
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高

め
る
た
め
に
、
あ
な
た
も
色

彩
心
理
学
で
色
の
活
用
を
考

え
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

あ
な
た
も
色
彩
心
理
学
で

自
分
自
身
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
よ
う

　

福
島
県
内
に
お
い
て
除
染
は
確
実
に

進
ん
で
い
る
。
除
染
に
直
接
携
わ
る
作

業
従
事
者
や
自
治
体
な
ど
の
努
力
が
実

を
結
ん
で
い
る
の
だ
。
さ
ら
に
除
染
を

加
速
す
る
た
め
に
は
、
除
染
し
た
除
去

土
壌
な
ど
を
管
理
す
る
仮
置
場
を
設
置

す
る
た
め
の
周
辺
住
民
の
理
解
が
欠
か

せ
な
い
。
そ
こ
に
は
正
し
い
情
報
提
供

と
わ
か
り
や
す
い
解
説
に
よ
る
理
解
促

進
が
前
提
と
な
る
。
除
染
情
報
プ
ラ
ザ

が
担
う
役
割
は
重
要
だ
。

　
「
一
日
も
早
く
必
要
性
が
な
く
な
る
」

と
い
う
目
標
が
達
成
さ
れ
る
に
は
、
地

元
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
を
も
巻
き

込
ん
だ
理
解
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

福
島
再
生
は
正
し
い
情
報
の
取
得
と
理
解
か
ら業務管理責任者の岸誠さん（左）とリーダー

の上川努さん。

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
企
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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復興への歩み

　夏の花といえばひまわり。ひまわりの花が直径 30㌢くらいの
大きさになると 2,000 粒以上の種が実ることもあるそうです。
　その種から採れるひまわり油は、マヨネーズやドレッシング、
天ぷら油など、身近な場面で使われています。日本ではあまり生
産されていませんが、世界では大豆油、パーム油、菜種油に次ぐ
第４位の生産量。ロシアやウクライナ、東ヨーロッパの国々での
生産が半分以上を占めているんです。サンフラワーのイメージか
らすると少し意外な生産国ですね。最近では食用以外にも、バイ
オディーゼル燃料への活用も研究されているそうです。暑い日に、
見るだけで元気をくれるひまわりだけど、私たちの知らないとこ
ろで、まだまだお世話になっているかもしれませんね。

●「粉末ミキサー」を使い、お茶を残
さず食べたり、飲んだりしています。

●早寝早起きして、電気の無駄づかいを
せずに、健康にも留意した生活をおく
っています。

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙のこのコーナーで紹介させていただいた素
敵な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いた
します。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの
知恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにて
ご送付ください。または下記ウェブサイトでも受
け付けています。

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！!

　　　　　　　　
　殻つき落花生を割
って中身を食べたあ
と、殻のみ乾燥させ
て、ガーゼにつつみ、湿気取りや消
臭剤として利用しています。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　 （兵庫県・ふみおさん）
　　　　　　　　　　　　　　　　

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

温
室
効
果
ガ
ス
っ
て
何
？

　

こ
ん
に
ち
は
、
河
村
隆
一
で

す
。
今
、
多
く
の
人
た
ち
が
地

球
温
暖
化
を
食
い
止
め
よ
う
と

懸
命
な
努
力
を
続
け
て
い
ま

す
。
温
暖
化
が
進
む
と
、
気
候

が
変
わ
っ
て
生
き
物
が
そ
れ
ま

で
住
ん
で
い
た
場
所
で
暮
ら
せ

な
く
な
っ
た
り
、
大
雨
や
干
ば

つ
な
ど
の
異
常
気
象
が
繰
り
返

し
起
こ
っ
た
り
、
僕
た
ち
の
日

常
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
温
暖
化
が
進
む

の
か
。
そ
の
原
因
は
、
地
球
を

取
り
巻
く
大
気
の
中
で
「
温
室

る
と
、
地
球
は
マ
イ
ナ
ス
19
℃

と
い
う
極
寒
の
世
界
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
問

題
。
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を

大
量
に
使
い
、
そ
こ
か
ら
出
る

Ｃ
Ｏ
２

を
む
や
み
に
ま
き
散
ら

し
て
い
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

が
増
え
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

人
間
の
都
合
だ
け
で
、
地
球
の

状
態
を
変
え
て
し
ま
う
の
は
身

勝
手
で
す
よ
ね
。

効
果
ガ
ス
」
が
増
加
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
と

は
、
太
陽
か
ら
の
熱
を
、
地
表

に
た
め
込
む
働
き
が
あ
る
気
体

の
総
称
。
メ
タ
ン
や
一
酸
化
二

窒
素
な
ど
が
こ
れ
に
含
ま
れ
ま

す
が
、
そ
の
代
表
格
が
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
で
す
。

　

で
す
が
温
室
効
果
ガ
ス
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
地
球
の
平
均
気
温
は
14
℃

ほ
ど
に
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
温
度
を
維
持
し
て
く
れ
る

の
も
温
室
効
果
ガ
ス
な
の
で

す
。
も
し
、
こ
れ
が
ゼ
ロ
に
な

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は
小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

室
温
が
一
目
瞭
然
!!

リニューアル 温度計シール 「七
な な

色
い ろ

」
AVCD-48415【CD】　1,260円（税込）

「省エネの達人『企業編』」
のテーマソング「the earth
～未来の風～」を収録した
ＣＤ「七色」を、抽選で 10
名様にプレゼントいたしま
す。ご希望の方は、番組の
感想と「住所」「氏名」「年齢」
を明記のうえ、ハガキでご
応募ください（あて先、締
め切り、当選発表は、懸賞
付きクロスワードパズルと
同じ）。

テーマソング収録のCDプレゼント !!

日本テクノのイメージキャラクター
河村隆一さんのNew Ｓｉｎｇｌｅ

http://econews.jp/newspaper/japan/index.html
http://econews.jp/newspaper/crossword/index.html
http://econews.jp/idea/
http://econews.jp/newspaper/study/index.html
http://econews.jp/newspaper/company/company_33.html



